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財団๏人京都府埋蔵文化財調査研究センターはত和56年̐月に設立され、本年

౓で૑立30年をܴえました。この間、当調査研究センターでは京都府内のެڞ事

຿の਱行ۀに൐う埋蔵文化財の発掘調査を行ってまいりました。当センターのۀ

にあたりましては、օ༷方のご理ղとごڠ力をࣀり、ްくྱޚਃし上͛ます。

本書はʰ京都府遺跡調査報告集ʱとして、平成22年౓に京都府建設ަ通部のґ

པをडけて࣮ࢪした鳥取橋遺跡、加塚遺跡、京都府道路ެ社のґཔをडけて࣮ࢪ

した大内北古墳群、西日本高଎道路株式会社関西ࢧ社のґཔをडけて࣮ࢪした長

岡京跡右京第997次・松田遺跡、ಠ立行੓๏人ޏ用・能力։発機構のґཔをडけ

て࣮ࢪした長岡京跡右京第998次・友岡遺跡の発掘調査報告を収録したものです。

本書が学ज़研究の資料として、また、地域の埋蔵文化財΁の関৺と理ղをਂめる

うえで、ご活用いただければ޾いです。

発掘調査をґཔされた京都府建設ަ通部、京都府道路ެ社、ಠ立行੓๏人ޏ用・

能力։発機構、西日本高଎道路株式会社関西ࢧ社をはじめ、京都府ڭҭҕһ会・

京丹後市ڭҭҕһ会・亀岡市ڭҭҕһ会・長岡京市ڭҭҕһ会・（財）長岡京市埋

蔵文化財センター・大山崎町ڭҭҕһ会などの֤関܎機関、ならびに調査にごࢀ

加、ごڠ力いただきました多くの方ʑにްくྱޚਃし上͛ます。

平成ù3年３月

財団๏人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

理 事 長　　上 田 ਖ਼ ত　　
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１ɽ本書に収めた報告は下記のとおりである。

　鳥取橋遺跡第２次

　大内北古墳群

　加塚遺跡

　長岡京跡右京第997次（7"/(,/-3地区）・松田遺跡

　長岡京跡右京第998次（7"//,/-7地区）・友岡遺跡

２ɽ遺跡の所在地、調査期間、経අෛ୲者および報告のࣥච者は下දのとおりである。

遺　跡　名 所　在　地 調査期間 経අෛ୲者 ࣥච者
１. 鳥取橋遺跡第２次 京丹後市弥栄町和田野

地内
平成22年11月17日～12
月21日

京都府建設ަ通部 石ඌ੓৴

２. 大内北古墳群 京丹後市大宮町森本星
ノ内、三重大内・大池

平成22年̐月30日～９
月22日

京都府道路ެ社 ௰本和ඒ

３ɽ 加塚遺跡 亀岡市安町小屋場 平成22年12月̔日～平
成23年１月18日

京都府建設ަ通部 田代߂

̐ɽ 長岡京跡右京第997
次・松田遺跡

乙訓郡大山崎町ࣈ円明
寺小ࣈ松田

平成22年̒月２日～９
月29日

西日本高଎道路株
式会社関西ࢧ社

岡⃻研Ұ・
田代߂

５ɽ 長岡京跡右京第998
次・友岡遺跡

長岡京市友岡１丁目２
番１号

平成22年５月22日～９
月10日

ಠ立行੓๏人ޏ用・
能力։発機構

石ඌ੓৴・
田代߂

３ɽ本書で࢖用している࠲ඪは、原ଇとして世界測地系国土࠲ඪ第̒࠲ඪ系によっており、方

Ґは࠲ඪの北をさす。また、国土地理Ӄ発行地ܗਤの方Ґは経౓の北をさす。

̐ɽ本書の編集は、調査第２՝調査୲当者の編集原Ҋをもとに、調査第１՝資料܎が行った。

５ɽݱ場ࣸਅは主として調査୲当者がࡱӨし、遺物ࡱӨは、調査第１՝資料܎主೚調査һ田中

জが行った。
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１.鳥取橋遺跡第２次発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

に൐い、京都府建設ަ通部の（丹後弥栄道路）ۀճの調査は、Ұൠ国道482号道路新設վ良事ࠓ

ґཔをडけて࣮ࢪしたものである。

鳥取橋遺跡は、京都府京丹後市弥栄町和田野ं田から井辺森山にかけての遺物散布地である。

鳥取橋遺跡の周辺は、竹野川とͦのࢧ流である鳥取川・木橋川・奈۩川などによってܗ成された

ԭ積௿地が޿がっており、ݱ在は水田としてར用されている。このԭ積௿地は東西１～1.5kmの

෯をなしており、鳥取橋遺跡はこのԭ積௿地のほ΅中ԝ部にҐ置している。1961年に竹野川అ๷

の基部あたりで縄文時代ないし弥生時代前期と推定されるほ΅ܗ׬の土器１఺が࠾集されたこと

から、散布地としてೝ知された。

した鳥取橋より北側の第１次調査に次ࢪճの調査は、平成22年౓の５月から７月にかけて࣮ࠓ

ぐもので、鳥取橋より南側が調査ର৅地である。第１次調査では河川堆積の中から弥生時代前期

～中世にいたる遺物が出土したが、ݦ著な遺構は確ೝできなかった。

。地調査は、平成22年11月17日にணखし、12月21日にす΂てをऴྃしたݱ

調査期間中は京都府ڭҭҕһ会、京丹後市ڭҭҕһ会、京丹後市弥栄市ຽہをはじめとする関

ۀ力をいただいた。また、発掘調査には調査ิॿһ・作ڠご、ࣔڭ会からご࣏自ݩॾ機関、地܎

һとして地ݩの方ʑにࢀ加していただいた。

なお、調査にかかる経අは、全ֹ、京都府

ަ通建設部がෛ୲した。本報告は石ඌがࣥච

した。

޾߂஍調査੹೚ऀɹ調査第２՝長　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀɹ調査第２՝՝長ิ݉ࠤ調

査第１܎長　小池　׮

ಉ　ઐ໳調査һ　石ඌ

੓৴

調 査 ৔ ॴɹ京丹後市弥栄町和田野地

内

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒɹ平成22年11月17日～12月

21日

調 査 ໘ ੵɹ285㎡ 第１ਤ　調査地と周辺遺跡
（国土地理Ӄ 1/50,000 ໢野・宮௡）
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̎ɽ調査੒Ռ

道路༧定地内では、すでにਐೖ用Ծ設道路౳の޻事が行われていたため、Ծ設道路をආけて７

か所の調査トレンチを設定した。トレンチは北から１～７トレンチとݺশする。

調査は、֤トレンチを重機により掘削を行い、安定した地൫を୳し、ͦの後人力で掘り下͛な

がら遺構・遺物の検出に౒め、遺構・遺物の記録を作成するものである。しかし、ࠓճの調査で

は、安定した地൫がほとんどのトレンチで確ೝできなかった。֤トレンチからগྔの土器ยが出

土したが、遺構に൐うもので

なく周辺から流ೖしたもので

あった。このため、֤トレン

チのҐ置とن໛の測ྔ、堆積

状گの記録（ਤ面・ࣸਅ）を作

成する作ۀを行った。֤トレ

ンチの堆積状گは以下のとお

りであっつた。

̍τϨϯν　鳥取橋の南西

の水田に設定した５ʷ５ｍの

トレンチである。地ද面のඪ

高は約12.6ｍで、地දから1.4ｍ

まで重機で掘削したが、ݦ著

な遺構は検出されなかった。周

辺の޻事のためのഉ土置き場

となるため、ࣸਅࡱӨ後すぐ

に埋め໭した。トレンチ壁面

の土層堆積状گは、҉փ৭土

（耕作土）・୙੺׊৭土（চ土）

の下に、３層のփ׊৭土・҉

փ׊৭土が堆積していた。旧

耕作土とࢥわれる。ͦの下に

୶׊৭・׊৭の砂質土、҉փ৭・

҉青փ৭の粘質土が堆積する。

旧耕作土層から近世陶器（すり

ു）が出土している。小ยのた

めਤ化できない。

̎τϨϯν　鳥取橋から250

ｍ南の水田に設定した4.5ʷ７第２ਤ　トレンチ配置ਤ
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第３ਤ　２～５トレンチ土層ਤ
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ｍのトレンチである。地ද面のඪ高は約13ｍである。ඪ高11.5ｍまで掘り下͛たが遺構は検出し

ていない。トレンチ西壁の堆積状گは、҉փ৭土（耕作土）・҉ԫ׊৭土（চ土）の下に、஡׊৭土

（３層）・ೱ஡׊৭土（̐層）・明׊৭土（５層）が堆積し旧耕作土の重層がみられた。ͦの下に୶ԫ

փ৭砂（10層）・୶ԫ׊৭小砂礫（16層）・୶ԫ׊৭ૈ砂（20層）などが堆積していた。東西壁および

北壁の࡯؍から、砂・小砂礫の堆積状گは南西方向から北東方向に流れた༷૬であった。砂層の

上Ґから須恵器ย・土師器ยが出土した。断面࡯؍後、重機により北部でඪ高10.5ｍまで掘削し

たが安定した面はなく、砂・小砂礫がޓ層となっていた。砂層から土師器の小ยが出土した。小

ยのためਤ化していない。

̏τϨϯν　２トレンチの南の水田に設定した３ʷ̒ｍのトレンチである。地ද面のඪ高は約

13ｍである。ඪ高11.4ｍまで掘り下͛たが遺構は検出していない。トレンチ西壁の堆積状گは、

҉փ৭土（耕作土）・ԫ׊৭土（চ土）の下に、３トレンチಉ༷に஡׊৭土（３層）・ೱ஡׊৭土（̐層）

が堆積し旧耕作土の重層がみられた。ͦの下にബい明׊৭土（５層）と鉄分・ϚンΨンなどがݻڽ

した׊ࠇ৭土（̒層）が堆積していた。この下に୶஡׊৭小砂礫（７層）・ԫփ৭砂（̔層）・୶஡׊

৭砂（９層）・୶ԫփ৭小砂礫（10層）などが堆積していた。୶ԫփ৭砂（11層）・ԫփ৭小砂礫（12層）

から土師器の小ยが出土した。小ยのためਤ化ෆ能である。トレンチ෯がڱいため下層の掘削は

行っていない。

̐τϨϯν　鳥取橋から南320ｍの地఺で、３トレンチの南の水田に設定した５ʷ10ｍのトレ

ンチである。地ද面のඪ高は約13.2ｍである。ඪ高11.7ｍまで掘り下͛たが遺構は検出していない。

第̐ਤ　̒・７トレンチ土層ਤ
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トレンチ西壁の堆積状گは、҉փ৭土（耕作土）・ԫ׊৭土（চ土）・փ׊৭土（চ土２）の下に、҉

փ׊৭土（̐層）・ೱԫ׊৭土（̒層）・҉փ׊৭粘質土（７層）がෳࡶに堆積していた。南西方向か

らの流ೖとࢥわれる。ͦの下に北で҉փ׊৭砂（̔層）・ԫփ৭砂（９層）・୶ԫփ৭砂（10層）など、

南で҉ԫ׊৭小砂礫（15層）・஡׊৭小砂礫（16層）が堆積していた。これらの下に୶ԫ׊৭ૈ砂（17

層）が堆積する。壁面ਫ਼査中および୶ԫ׊৭ૈ砂から土師器小ยが出土した。断面࡯؍後、重機

により南୺でඪ高10.3ｍまで掘削したとこΖ、༙水がみられた。下層に୶ԫ׊৭砂・੺׊৭砂・

ԫփ৭砂が堆積するが安定した面とはࢥえない。ԫփ৭砂層から土師器の小ยが出土した。出土

した土師器小ยはいずれもਤ化ෆ能である。

̑τϨϯν　̐トレンチの南南西の水田に設定した５ʷ10ｍのトレンチである。地ද面のඪ高

は約13.2ｍである。ඪ高11.7ｍまで掘り下͛たが遺構は検出していない。トレンチ西壁の堆積状

৭土（চ土）の下に、旧耕׊৭土（চ土）・ԫ׊৭土（চ土）・୙ԫ׊は、҉փ৭土（耕作土）・୙փگ

作土の҉փ׊৭土（５層）が堆積する。ͦの下にೱփ׊৭土（̒層）・஡׊৭土（20層）・փ׊৭土（21

層）・୶஡׊৭土（７層）が堆積する。この下に南では、஡׊৭小砂礫（̔層）・҉փ׊৭砂（９層）・

փ׊৭砂（10層）・୶փ׊৭ࡉ砂（11層）・փ׊৭ࡉ砂（12層）・୙ԫ׊৭ૈ砂（13層）・୶ԫ׊৭砂（15

層）などが堆積する。中ԝではփ׊৭ࡉ砂の下に୶׊৭砂（17層）・୶ԫ׊৭ૈ砂（16層）が堆積する。

北では୶փ׊৭ࡉ砂（11層）の上に୶փ׊৭ࡉ砂（23層）・҉փ৭砂（24層）が堆積する。東西壁およ

び南壁の堆積状گを࡯؍すると、南西方向から北東方向に流れた༷૬であった。୶ԫ׊৭砂（15

層）・୶ԫ׊৭ૈ砂（16層）から土師器の小ยが出土した。壁面࡯؍後トレンチ南୺を重機により

ඪ高10.2ｍまで掘り下͛たとこΖ、୶ԫ׊৭砂（15層）の下に୶փ৭砂・୶੺׊৭砂・ԫփ৭砂が

堆積し、༙ 水がみられた。ԫփ৭砂から土師器の小ยが出土した。いずれも小ยでਤ化できない。

̒τϨϯν　鳥取橋から南370ｍの地఺で、５トレンチの南西に設定した５ʷ10ｍのトレンチ

である。̒トレンチを設定した場所から南側は約180ｍにわたって、いわΏるౡാのように周囲

の水田面より約0.6ｍ高くなり、ാ地としてར用されている。トレンチ西壁の堆積状گは、҉փ

৭～փ׊৭土（耕作土）の下に҉ԫ׊৭土（２層）・҉஡׊৭土（３層）・஡׊৭土（̐層）・׊৭土（５

層）・ԫ׊৭土（̒層）・ೱ஡׊৭土（７層）が堆積する。明ྎなচ土はなく、耕作土が重層したも

のであΖう。ͦの下に׊৭砂（̔層）・҉஡׊৭ૈ砂（９層）・҉ԫ׊৭ૈ砂（10層）ほかの砂層が堆

積する。砂層の下に҉փ৭粘質土（16層）が堆積していた。トレンチ西半分の҉փ৭粘質土面でਫ਼

査を行ったが、遺構は検出されなかった。また、҉փ৭粘質土より上Ґの砂層からの༙水がܹし

く下層の掘削を断೦した。Ұ部のਂ掘りで҉փ৭粘質土は0.2ｍ以上あることがわかった。遺物

は出土していない。

̓τϨϯν　̒トレンチの南に設定した̒ʷ10ｍのトレンチである。東壁の状گは、̒トレン

チ西壁とಉ༷に、҉փ৭～փ׊৭土（耕作土）以下、ԫ׊৭土（̒層）までಉじ堆積状گである。ԫ

৭砂質土（９層）・փ৭砂質土׊৭粘質土（̔層）・փ׊৭土（７層）・஡׊৭土（̒層）の下に୶փ׊

（10層）が堆積する。ͦの下に୶ԫփ৭砂（12層）・୶փ׊৭砂質土（13層）・୶փ׊৭ࡉ砂（14層）・

ԫփ৭砂（15層）が堆積する。砂層の下が҉փ৭粘質土（16層）・҉青փ৭粘質土（17層）となる。҉
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փ৭粘質土上面でਫ਼査を行ったが、遺構は検出されなかった。北部の

҉փ৭粘質土上面からڽփؠが、୶փ׊৭ࡉ砂（14層）・ԫփ৭砂（15層）

から土師器࿶が出土した。西側断面の掘削中にԫ׊৭土（̒層）から土

師器のఈ部が出土した。土器は周辺から流ೖしたものであΖう。

̏ɽग़౔遺෺

出土遺物は、土師器・須恵器・陶磁器などの小ยが多く、合ܭして

੔理箱に１箱である。以下に࣮測できたものについて記ड़する。

１は７トレンチの୶փ׊৭ࡉ砂（14層）またはԫփ৭砂（15層）から出

土した土師器࿶である。଻土に0.5mmఔ౓の白৭・փ৭の砂ཻを含み

៛ີで、ম成は良く、にͿいᒵ৭をఄす。ఈ部はϔϥ੾りで、内面に

ϩΫϩ成ܗのࠟ跡をとどめる。ఈ6.6ܘDm。13世紀以降のものである。

２は７トレンチ西断面のԫ׊৭土（̒層）から出土した土師器ഋまた

はുのఈ部である。଻土に0.5mmఔ౓の白৭の砂ཻを含み៛ີで、ম

成は良く֎側が୶஡׊৭をఄし、断面をみるとࠇփ৭をఄす部分があ

る。ఈ部にԣにுり出した高୆をషり付ける。ఈ部７ܘDm。13世紀以降のものである。

３は７トレンチの҉փ৭粘質土上面の砂層から出土したڽփؠ製の石製඼である。࠷大長

13.3Dm、࠷大෯13.1Dm、ްさ7.7～6.7Dmを測る。൘状のૉࡐを方ܗに੾り出した後、ද面をᏏଧ

して੔ܗしている。㡤状をఄする。

̐ɽ·ͱΊ

ճの調査は、鳥取橋遺跡における２ճ目の調査で、先ड़のように、֤トレンチとも安定したࠓ

面がなく遺構を検出していない。出土遺物も੔理箱に１箱とগྔであり、小ยであるためਤ化で

きるものが３఺しかなかった。土器はいずれも河川堆積の砂層などから出土している。

֤トレンチとも耕作土の下に旧耕作土の層ংがز重にもみられることから、耕作土面のかさ上

͛が何ճか行われたことがわかる。旧耕作土の下Ґには砂・小砂礫などが堆積しており、２・５

トレンチの断面࡯؍では、南西方向から北東方向に流れた༷૬がೝめられた。̐トレンチでは、

҉փ׊৭土（̐層）・ೱԫ׊৭土（̒層）に҉փ׊৭粘質土（７層）が混じり、上流（南西）から耕作土

などがԡし流された༷૬であった。これらは木橋川によりӡばれたものであΖう。

鳥取橋遺跡推定ൣ囲の南部に૬当する２～５トレンチでも安定面は確ೝされず、出土遺物もগ

ྔで小ยであった。ࠓճの調査地は、竹野川と鳥取川・木橋川の合流地఺にあたり、遺構面は周

辺にଘ在しない可能性が高く、下流側の鳥取橋周辺に遺構・遺物の޿がりがあるものと考えられ

る。また、̒・７トレンチでは、҉փ৭粘質土面で遺構が検出されなかったが、҉փ৭粘質土が

周辺に޿がり安定面をܗ成していたと考えると、周囲からएׯ高いౡാ状の場所にかつて生活面

がଘ在していた可能性もある。

第５ਤ　出土遺物࣮測ਤ
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２.大内北古墳群発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

事に൐い、京都府道路ެ޻ճの発掘調査は、鳥取๛岡宮௡自ಈं道（野田川大宮道路）の新設ࠓ

社のґཔをडけて࣮ࢪしたものである。ࠓճの道路建設༧定地内の遺跡の取りѻいについて、京

都府ڭҭ庁ࢦಋ部文化財保ޢ՝と京都府道路ެ社によるٞڠの結果、周知の遺跡である大内北古

墳群と、分布調査によって新たに確ೝされた２か所の古墳状の隆起地఺をର৅に発掘調査を࣮ࢪ

することになった。

調査にあたっては、京都府ڭҭҕһ会、京丹後市ڭҭҕһ会、京丹後市子供みらい՝、大宮町

֤自࣏会、地ݩ三重・森本区をはじめ多くの関܎機関、方ʑからごࢦಋ、ごڠ力をいただいた。

また、ݱ地調査にࡍしては、調査ิॿһをはじめ、大宮町在ॅの作ۀһの方ʑには記録తな໠ॵ

のなかࠔ೉な山上での作ۀにࢀ加いただいた。৺よりँҙをදしたい。

なお、発掘調査に܎る経අは全ֹ、京都府道路ެ社がෛ୲した。なお、本報告は௰本がࣥචし

た。本文中でදࣔした国土࠲ඪは、世界測地系を用いた。

޾߂஍調査੹೚ऀɹ調査第２՝長　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀɹ調査第２՝長ิ݉ࠤ調査第１܎長　小池　׮

ಉ　次੮૯ׅ調査һ　௰本和ඒ

ಉ　主೚調査һ　竹原Ұ඙

ಉ　主査調査һ　ࣲ　ڿ඙

調 査 ৔ ॴɹ京丹後市大宮町森本星ノ内、三重大内・大池

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒɹ平成22年̐月30日～９月22日

調 査 ໘ ੵɹ1,200㎡

̎ɽҐஔͱڥ؀（第１・２ਤ）

京丹後市大宮町は、丹後半ౡの中ԝ部にҐ置し、北東部にはඪ高620ｍの高ඌ山を主ๆとする

山մが࿈なる。竹野川はこの高ඌ山山系にݯを発し、丹後半ౡを؏流して日本ւに஫ぐ。大内北

古墳群は、竹野川の上流部にある三重谷とݺばれる南北に長いڱᯀな谷平野のԑ辺にҐ置し、ඪ

高115ｍのٰྕඌࠜ୺部に立地する。ಉҰٰྕ上には、大内古墳群（16基）・大内東古墳群（３基）

が分布している。このうち大内１号墳は調査が行われており、長ܘ約25ｍを測るପ円ܗ墳で、墳

ٰ中ԝ部からׂ竹ܗ木棺をೲめた内๏長2.7ｍ、෯0.7ｍの竪穴式石ࣨ１基が検出されている。石

ࣨ内からは鉄製෢器類や೶۩類が出土しており、ங造時期は̐世紀後半から５世紀前半ࠒと推定

されている。また、大内古墳群のٰྕ下には、弥生時代後期から平安時代にかけての集落跡とみ



京都府遺跡調査報告集　第 144 冊

-ÿ-

られる三重遺跡が分布する。

三重谷周辺には、このほかにも数多くの遺跡・古墳群が分布していることや、東側のٰྕඌࠜ

部をӽえてѨોւ側に通ずるަ通上のҐ置にあることからみて、ૣくから։けた地域であったと

考えられる。

ճ調査を行った大内北３号墳と地理త・年代తにൺֱత近い古墳としては、大谷古墳があ͛ࠓ

られる。大谷古墳はಉ市大宮町三ࡔに所在した全長32ｍのൕ立֋式前方後円墳で、後円部中ԝに

設けられた੺৭إ料ృりの૊合式石棺内からख़年ঁ性の人ࠎとともに、ᎇ文ۄ、ڸ類（ۄߗ製ޯۄ・

Ψϥεۄ）、鉄ි・鉄݋・刀子が出土している。ங造時期については、古墳時代前期຤～中期前

༿にൺ定されており、大内北３号墳とಉ༷に૊合式石棺を主体部とする古墳として஫目される。

̏ɽ調査ͷܦա

ճの道路建設༧定地における分布調査の結果、૯長約800ｍの間に、古墳状の隆起をఄするࠓ

か所が、大内北古墳群のほかに２か所で確ೝされた。これらについて古墳の有ແを確ೝするため

のࢼ掘調査を࣮ࢪした。地区の名শについては、大内北古墳群を１地区とし、この南側にあたる

ٰྕ部を２地区、３地区とݺশする（第２ਤ）。

調査ର৅地となったͦれͧれの地区のݱ状は山ྛであり、調査にあたっては、まずथ木െ࠾か

ら։࢝した。ͦの後、ϥδコンϔリによる調査前の空中ࣸਅࡱӨと地ܗ測ྔを行った。また、１

地区の大内北古墳群については、ࡉ部の地ܗをิ଍తに測ྔした。

発掘調査はまず、１地区から։࢝し、２地区、３地区のॱにਐめた。結果తに、２・３地区で

は古墳のஹީはಘられなかった。多数の埋葬ࢪ設が検出された１地区の大内北３号墳については、

Өと調査地の遺構࣮測を行った。また、調査のऴࡱ౓̔月20日にϥδコンϔリによる空中ࣸਅ࠶

第１ਤ　調査地Ґ置ਤ
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わりに近づいた９月５日（日）ޕ前11時から大内北３号墳のݱ地આ明会を։࠵し、ઁ35.8ࢯ°（宮

௡市の࠷高ؾԹ）という記録తな໠ॵのなか、70名近いࢀ加者をಘた。

̐ɽ̍ ஍۠ͷ調査ʢେ಺๺ݹ෿܈ʣ

̍ʣݹ෿܈ͷঢ়گ

大内北古墳群は、ໍ 主墳である３号墳を中৺にして５基の古墳によって構成されており、また、

第２ਤ　周辺遺跡ٴび調査地Ґ置ਤ
（h 大宮町遺跡地ਤ　京都府大宮町文化財調査報告ʱ第17集　1999からసࡌ・վม）

163ɽ大内古墳群　　　166ɽ三重遺跡　　　　172ɽ大谷৓南古墳群　176ɽ森本大谷古墳
177ɽѪౠਆ社古墳群　180ɽେ಺๺ݹ෿181　　܈ɽ星ノ内古墳群　　191ɽ三重৓跡　　192ɽ星ノ৓跡
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第３ਤ　大内北古墳群調査前地ܗਤ
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。ճの分布調査によって南側のඌࠜ先୺部に古墳状の隆起部が確ೝされているࠓ

大内北３号墳は竹野川をݟ下Ζす小ٰྕの頂部にஙかれた長࣠25ｍ、୹࣠23ｍ、高さ̐ｍを測

る東西方向に長いやや࿪な円墳で、墳頂部には長࣠12ｍ、୹࣠̔ｍの平ୱ面をܗ成している。墳

ٰの࠷高地఺はඪ高119ｍで竹野川周辺の水田面とのൺ高ࠩは約40ｍを測る。墳ٰの南ࣼ面と北

ࣼ面はڱい間ִで౳高ઢが௚ઢ状に૸る。また、北東と西側の墳ٰࣼ面はͦのままٰྕࣼ面部に

Ҡ行しており、墳ٰ੄を確定するのはݱ状では೉しい。墳ٰ上からは、ݱ在थ木によってݟ通し

がརかない部分もあるが、北側から西側にかけて谷平野を؟下に๬むோ๬が։ける。３号墳から

は、１・２号墳および̐号墳、５号墳のͦれͧれ北、南東、南西の３方向にٰྕの小ඌࠜがԆび

ており、ͦれらのඌࠜが合わさるҐ置に構ஙされた３号墳は֮ࢹతにもࡍ立った֎؍をࣔす。

１・２号墳は３号墳からଓくඪ高115ｍから111ｍの؇やかなࣼ܏面に立地する。１号墳の北側

ではൺ高ࠩ40ｍをもってٰྕ下の平野部に向かってܹٸに落ちࠐむ。྆古墳は、中ԝでやや高ま

りをみせる࿈ଓした方ܗの֊ஈ状地ܗをఄし、１号墳は長辺16ｍ、୹辺10ｍ、高さ約1.1ｍ、２

号墳は長辺11ｍ、୹辺10ｍ、高さ約0.5ｍを測る。ܗଶや調査前の地ܗ測ྔからみて丹後地域に

類ྫの多い୆状墓と想定された。

̐号墳は３号墳の墳ٰ南東੄に઀するҐ置にあり、長辺10ｍ、୹辺９ｍ前後の平ୱ部をもつ。

５号墳は３号墳に઀して南西にԆびるٰྕ上にҐ置しており、７ܘｍ、高さ0.3ｍの௿平な円墳

状地ܗをఄしている。

また、５号墳の南西には、１～５号墳とはಠ立したൺ高ࠩ約２ｍの古墳状の高まりがೝめられ

た。

̎ʣେ಺๺̏߸෿ͷ調査（第３・̐ਤ）

調査にあたっては、まず周囲の古墳との関࿈と墳ٰの構ங状گを確ೝするために、෯１ｍのト

レンチを墳ٰを࢛分するܗに設置して行った。ͦの後、トレンチにԊって土層࡯؍用のܣを࢒し

て墳ٰද面を෴う෗২土を全面আڈし、埋葬ࢪ設の検出作ۀを行った。なお、掘削で生じたഇ土

については、Ӎ水౳によって調査地֎に流出するݥة性があるため、安全ରࡦとしてࣼ܏がٸな

北西側と北東側に土ཹめ柵を設置した。

墳ٰの෗২土をআڈすると௚ぐに෩化したՖቋؠが࿐出し、֤埋葬ࢪ設は֓ͶこのՖቋؠを掘

りࠐんで構ஙされていた。すなわち墳頂平ୱ面の北側のԑ辺からは、竪穴式石槨１基が主࣠を東

西に置いて検出され、また東側と南側からは、箱式石棺̐基が墳頂平ୱ面のԑ辺にԊうように検

出された。さらに木棺௚葬の埋葬ࢪ設３基が、墳頂中ԝから西側にかけて主࣠の方向をଗえて検

出され、墳頂平ୱ面の埋葬ࢪ設の配置状گは᜚ີなありかたをほ΅南北にࣔしている。

墳ٰのங造にあたっては自然地ܗの高まりを࠷大ݶにར用し、地山を掘削して੔えられたもの

と考えられるが、墳頂平ୱ面の北東側では地山上に҉ԫ׊৭の粘砂質土のによる੝土がҰ部で確

ೝされた。この部分については墳頂部の高௿をଗえるためएׯの੝土を行ったものとࢥわれる。

なお、調査前の֎࡯؍ܗでは、৥ྠ・෪石・ஈங౳はೝめられなかった。

以上の結果、大内３号墳からは竪穴式石槨１基、૊合式箱式石棺̐基、木棺௚葬̐基の合９ܭ
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基の埋葬ࢪ設が検出された。֤埋葬ࢪ設についてはͦれͧれ検出ॱに、̨̭01 ～ 09の遺構番号

を付けた。以下、これらの埋葬ࢪ設について記ड़したい（付ද１）。

ʢ1ʣຒ૴ࢪઃ̨̭�1（第５・̒ਤ）

竪穴式石槨
ㅭ㉅１ㅮ

を内部主体にする埋葬ࢪ設である。墳頂平ୱ面の北東ԑ辺側にԊってҐ置する。主

体部をೲめる墓ᆮは、Ֆቋؠの෩化した土からなる地山面を掘りࠐんで構ஙされている。墓ᆮ平

面ܗは۱ؙの長方ܗをఄし、長࣠を北西から南東方向に置く。ن໛は、長さ3.75ｍ、෯２ｍ、ఈ

面までのਂさ0.35ｍを測る。調査では、まずද土の෗২土をআڈしたஈ֊でఱ井石とࢥわれるፏ

平な大ܗの石ࡐがฒんだ状ଶで検出され、ͦの周囲にփ׊৭粘質土の分布がೝめられた。このփ

がっており、石槨上部を෴うඃ෴粘土であるこ޿৭粘質土は、ఱ井石の石列周囲と上部面にも׊

とが分かった。࢖用されている粘土は、小礫と砂を多く含むみ良質なものとはݴえない。このඃ

෴粘土はఱ井石下面の石ࡐ上面にも޿がっており、ఱ井石をՍけるࡍに高さଗえのために置かれ

た側壁上部の小石ࡐを粘土でݻ定し目ுりするための໾目を୲っている。ఱ井石は長さ90Dm、

෯60Dmఔ౓の大きさのものを࠷大に、֓Ͷፏ平な石が࢖用されており、合ݸ̒ܭの石ࡐで構成

される。ͦれͧれのఱ井石が重なる間ܺ部には小礫をฒ΂て目ுりを行っている。墓ᆮと竪穴式

石槨の側石ٴび小ޱ石との間には、ཪࠐめとして多数の礫を٧めている。特に墓ᆮの北東۱と南

୦݀ࣜੴᒛ

埋葬ࢪ設
墓ᆮن໛（ｍ） 石槨ن໛（内๏：Dm）

ఱ井石 備　考
長さ ෯ ਂさ 長さ ෯ 高さ

̨̭01 3.75 2.0 0.35 190 西　40
東　28

25 ５石 ඃ෴粘土、鉄槍先
１఺、鑿状鉄器１
఺出土

ശࣜੴ׹

埋葬ࢪ設
墓ᆮن໛（ｍ） 石棺ن໛（内๏：Dm）

蓋石 備　考
長さ ෯ ਂさ 長さ ෯ 高さ

̨̭02 　上ஈ2.14
　下ஈ1.5  

1.35
0.83

0.6 60 18 36 ̒石 壁面੺৭إ料ృ布

̨̭03 2.0 1.0 0.7 85 西　26
東　15

30 ５石

̨̭05 0.16 1.1 0.46 74 東　18
西　15

18 ５石

̨̭06 上ஈ3.0
下ஈ2.1

1.8
1.0

0.34 96 南　26
北　24

23 ５石 刀子１఺出土

໦׹ʢ௚૴ʣ

埋葬ࢪ設
墓ᆮن໛（ｍ） 木棺ن໛（Dm）

棺ܗଶ 備　考
長さ ෯ ਂさ 長さ ෯ 高さ

̨̭04 3.5 1.5 0.45 300 80 20 ׂ竹ܗ

̨̭07 5.1 3.65 0.5 384 85 ～ 100 20 ׂ竹ܗ 棺北東部に੺৭إ
料集積

̨̭08 455 58 ～ 86 20 ׂ竹ܗ 鉄鎌１఺出土
̨̭09 1.7 0.5以上 130 50 ଘ部34࢒ 箱式 ྆小ޱにׂ石

付ද１　埋葬ࢪ設ن໛Ұཡ
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東۱にはൺֱత大きな石ࡐを置いている。

竪穴式石槨は、内๏で長さ190Dm、෯は୹側面（小ޱ）西側で40Dm、東側で28Dm、高さ25Dmを

測る。石槨の主࣠は/70°8をࣔす。石槨の෯が東側でগし޿くなることから、東側を಄Ґとし

てඃ葬者を安置したものとࢥわれる。石槨の石積みは、基本తに石の平らな面を内側に向けて構

ஙされる。北側側壁では、５ݸの石ࡐをԣ長にฒ΂て基ఈ石とし、ͦの上にやや小Ϳりの石ࡐを

１ஈないし２ஈ積み上͛て壁面とする。これにରし、南側側壁はやや޿い面をもつ方ܗ状の石ࡐ

をฒ΂て壁面を構成し、ఱ井石との間には小さな石を٧めて空ܺを埋める。྆୹辺の側壁（小ݸ̐

のཪ側に઀しޱをԣ長に置いて構ஙする。また、この྆小ݸ１֤ࡐ状のፏ平な石ܗは、長方（ޱ

て小ޱ石を࣋ࢧするように石が置かれていた。石ࡐについては、５఺をαンϓリンάしてϓレύ

ϥート作成による石ؑࡐ定
ㅭ㉅２ㅮ

を行った。ؑ定結果により、ࠇӢ฼Ֆቋؠ・ී通֯ર石・砂ؠが࢖用

されていることが分かった。これらの石ࡐは当ٰྕの周辺で࠾取されたものと考えられる。調査

で小穴が掘られているこܗむࠐ石の下部を埋めޱ石を֎した結果、小ޱऴ時఺で石槨部分の小࠷

とが判明した。これは小ޱ部の安定を行うとともにఱ井石を置くときの高さ調੔をਤるためとࢥ

われる。石槨は墓ᆮఈを基ఈとして構ஙされており、特に東側部は礫層からなる地山面が࿐出す

る。石槨内は、しまりのない砂質土でほ΅ॆరされていたが、棺のଘ在をࣔすようなࠟ跡は検出

することができなかった。石槨内の土層断面の࡯؍では、地山上にԫ׊৭粘質土の置土を行って

চ面とした可能性が大きい。

出土遺物としては、石槨内の東側小ޱ部付近から、鉄器２఺を検出した。１఺は北側側壁に઀

するҐ置で壁面と平行に੾先を東方向に向けて出土し、ͦの配置・ܗ状から槍先と考えられる。

第̒ਤ　３号墳埋葬ࢪ設̨̭01竪穴式石槨࣮測ਤ
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もう１఺は鑿状鉄器で、南側側壁面に઀して壁面と平行した状ଶで出土した。２఺の鉄器は石槨

ఈ部の地山面から̐Dmఔ౓上で出土しており、この఺からも、石槨ఈ部にはബく置土を行って

চ面としたものと考えられる。

ʢ�ʣຒ૴ࢪઃ̨̭��（第７ਤ）

墳ٰ平ୱ部の東側ԑ辺部で検出した૊合式箱式石棺からなる埋葬ࢪ設である。埋葬ࢪ設̨̭06

の南東側に1.4ｍڑ཭を置いてҐ置している。

長さ2.14ｍ、෯1.35ｍの墓ᆮを掘りࠐみͦの内部に石棺を構ஙする。検出時は小山状に重なっ

た石ࡐ集積のܗ状から、丹後地域に多くみられる経塚とも推測されたが、調査の結果、古墳の埋

葬ࢪ設であることが判明した。集石群は墳頂の෗২土をআڈした時఺で検出された。上部は࠷大

30Dmから50Dmఔ౓のׂ石を中৺に、大小の石が長さ約1.6ｍ、෯約1.1ｍの޿がりをもって積み

上͛られた状ଶであった。これらの石ࡐをআڈすると墓ᆮ長࣠にରし௚行する状ଶでややࡉ長く

ፏ平な石ࡐがฒんで検出され、石棺の蓋石であることが確ೝされた。墓ᆮ内には蓋石上部を෴う

ように石ࡐがॆరされ、Ұ部は墓ᆮと石棺の間ܺにも٧められている。蓋石は５石からなり、自

然石の平ୱ面をར用して棺਎の上部を෴うようにฒ΂られているが、྆୺部は棺よりも֎側に出

る。墓ᆮ下部は石棺をೲめるためにさらにもうҰஈ掘りࠐまれている。

棺の構造は、長さ約80Dm、෯約30Dm、ްさ約15Dmఔの大きさをもつፏ平な石ࡐをԣ長にし

て長辺側の側石とし、ࠨ右֤１石で構成される。୹辺側、すなわち小ޱは長さ約30Dm、෯約

18Dm、ްさ約̔Dmの長方ܗ石ࡐを立てて用いる。小ޱの石ࡐは側石୺部の内側にڬみこまれた

状ଶで૊み合わされており、さらにഎ後にݻ定させるためとࢥわれる石ࡐを置く。棺の内๏ن໛

は、長さ60Dm、෯18Dm、高さ36Dmを測る。棺ఈには石を用いていない。石棺の主࣠は̣25°&

をࣔす。

棺の内壁面には、上半部を中৺に੺৭إ料
ㅭ㉅３ㅮ

（ϕンΨϥ）が࢒っており、࢛方の壁面に੺৭إ料が

ృ布されていたことが分かる。また、棺চ面にも੺৭إ料が含まれた土が堆積していた。これら

は壁面からإ料が流れ落ちたものとݟるより、棺ఈの地山面に੔地を行って、ͦの上にも散布し

ていたものと考えられる。なお、੺৭إ料は、̭ޫܬઢ分析の結果、水ۜगをわずかに含むύΠ

ϓ状ϕンΨϥであることが判明した。棺内からの遺物の出土はແかった。

ʢ�ʣຒ૴ࢪઃ̨̭��（第̔ਤ）

埋葬ࢪ設̨̭02の南西方向に２ｍఔ཭れてҐ置する。埋葬ࢪ設̨̭02とಉ༷、૊合式箱式石棺

を内部主体とする。立ࠜにより墓ᆮの南側部分は大きく֧ཚをडけており本དྷのܗ状をとどめて

いない。墳ٰ平ୱ面の南ԑࡍに長さ２ｍ、࢒ଘ部のܭ測で෯１～ 1.2ｍの墓ᆮを掘りࠐんで石棺

を構ஙする。෗২土を掘り下͛ると、ൺֱత大ܗの石ࡐを中৺にしてͦの周りにׂ石を積み上͛

た集石がදれた。当ॳ、これらの石ࡐが蓋石౳にあたるものと༧想したが、石ࡐを取りআくとさ

らに墓ᆮの長࣠とฒ行にฒͿ̐ݸの石列が確ೝされ、これらが蓋石であることがわかった。蓋石

はଞの石よりやや大ܗのものを用いており、ፏ平な面をબんで石棺の上面に合わすように置かれ

ていた。これらの蓋石を֎し石棺の本体を確ೝした。埋葬ࢪ設̨̭02とಉ༷、石棺എ後の墓ᆮ内
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には礫石をॆరする。石棺本体は、྆小ޱに֤１石、長辺側に֤２石の̒ܭ石によって構成され

ている。ఈ石は用いられていない。棺のن໛は、長さ85Dm、෯は西側小ޱ部で26Dm、൓ର側の

東側小ޱ部で15Dmを測る。高さは30Dmを測る。石棺の主࣠は̣80°8をࣔす。小ޱの෯は、西

側が޿くなっており、埋葬にࡍしての಄Ґをҙࣝしていたとすれば、本棺のඃ葬者はن໛からみ

ても小ࣇと考えられる。石棺に࢖用された石ࡐのうち྆側壁は、北側壁の１石をআき、壁面にద

した方ܗ状の石ࡐをԣ長に用いている。西側の小ޱの石ࡐはፏ平な石を用いているのにରし、東

側の小ޱ石は֯をもつ方ܗ状の石で、ͦの内の平らなҰ面を壁面として࢖用する。すなわち石棺

を上部からみると三֯ܗをఄしている。小ޱの石は、側壁྆୺部の֎側に࠹ぐようにして置かれ

ており、埋葬ࢪ設̨̭02ྫのように側壁にڬまれるものとはҟなったܗ式をとる。石棺のఈ部は、

墓ᆮఈである地山面が࿐出するが、この上面に土を敷いてচ面としていたかどうかは明らかでな

い。棺内から遺物は出土しなかった。

ʢ4ʣຒ૴ࢪઃ̨̭�4（第11ਤ）

墳頂部平ୱ面のほ΅中ԝ部で検出された木棺を௚葬した埋葬ࢪ設である。墓ᆮはՖቋؠの෩化

土の地山面から掘りࠐまれている。墓ᆮは、北西から南東方向に長࣠を向けて、平面ܗは۱ؙの

長方ܗをఄしている。検出長は3.5ｍ、෯1.5ｍを測る。墓ᆮの北୺部は、埋葬ࢪ設̨̭01により

੾られている。また、墓ᆮ西側の掘りࠐみ部分も、土৭のม化やߗさのҧいが明ྎでなく検出の

設̨̭07・08の墓ᆮによって削平されているこࢪऴతにこの部分は埋葬࠷、に時間を要したがࡍ

とが判明した。墓ᆮは、上面から下方に向かって؇やかなࣼ܏をもって掘削されており、上ݞ部

から20DmఔਂくなったҐ置で֯౓をมえてஈをܗ成する。下ஈの掘りࠐみは墓ᆮの全体にٴん

でおり、いわΏるೋஈ墓ᆮを構ஙしていることが判明した。下ஈの墓ᆮは、ఈ部がやや平ୱなԣ

断̪ܗࣈをఄしており、この部分に木棺がਾえ置かれていたものとࢥわれる。ೋஈ目の墓ᆮのܗ

状から、棺のܗ式はׂ竹ܗ木棺と推測されるが、墓ᆮ྆୺部の小ޱ面も内側に向かって؇やかに

、ଘ部の長さ３ｍ࢒、໛はنのఈ部をもつ棺であった可能性もある。木棺のܗしておりसఈࣼ܏

෯0.8ｍ、࢒ଘ部の高さ0.15ｍを測る。棺の主࣠は̣20°̚ をࣔす。Ұஈ目とೋஈ目墓ᆮの埋土の

状گはあまりࠩҟがೝめられなかったが、下ஈ墓ᆮの方がएׯ粘土質がڧい܏向がみられた。棺

および墓ᆮ内からの出土遺物はなかった。

上ड़したように、本埋葬ࢪ設の墓ᆮは、埋葬ࢪ設̨̭01ٴび埋葬ࢪ設̨̭07・08によって੾ら

れており、構ங時期は、これらの埋葬ࢪ設に先行することがわかる。また、構ஙҐ置が墳頂部の

ほ΅中ԝを઎めていることからみて、֤埋葬ࢪ設のなかでは࠷もૣく構ஙされたものと考えられ

る。

ʢ�ʣຒ૴ࢪઃ̨̭��（第９ਤ）

墳頂部平୺面南西側のԑ辺部に構ஙされた、૊合式箱式石棺からなる埋葬ࢪ設である。ଞの石

。設とはやや཭れた地఺にҐ置するࢪ用する埋葬࢖をࡐ

墓ᆮは、Ֆቋؠからなるؠ൫が෩化してೈ質な砂礫層となった地山を、ややࣼめ下方にࣼ܏を

つけて掘りࠐんでいる。墓ᆮの平面ܗは、長ପ円ܗをఄしており、北西から南東方向に長࣠を置



大内北古墳群発掘調査報告

-19-

第̔ਤ　３号墳埋葬ࢪ設̨̭03平・断面ਤ



京都府遺跡調査報告集　第 144 冊

-ù0-

く。上面でのن໛は、長さ2.16ｍ、෯1.1ｍ、ਂさは地山面の高い東側で0.6ｍ、൓ର側の西側で0.3

ｍを測る。墓ᆮの検出に合わせてᆮ内をগし掘り下͛たとこΖ、墓ᆮの長࣠と平行に５ݸの石ࡐ

がฒんだ状ଶで検出された。これらの石列の周辺に重なった石ࡐを取りআいた結果、石列が石棺

本体を෴う蓋石であることがわかった。

蓋石は、中ԝにҐ置する石ࡐが࠷も大きく、長辺75Dm、୹辺35Dm、ްさ25Dmを測るが、ଞ

の̐石はこれを௒えないやや小ܗの石ࡐを࢖用する。蓋石は、ൺֱతፏ平な面を下側にして石棺

本体の上部にՍけられており、蓋石が෴うൣ囲は石棺の྆小ޱ୺を௒えている。蓋石の周囲およ

び墓ᆮ内には、多数の石մがܺ間なくॆరされており、ͦのൣ囲は墓ᆮ上面にୡしている。

石棺本体は、墓ᆮఈ面の中ԝに設置されている。石棺の内๏ن໛は、長さ74Dm、東側小ޱで

෯18Dm、西側小ޱで15Dm、高さ18Dmを測る。石棺の主࣠は̣54°8をࣔす。石棺の側壁の૊み

合わせについては、྆小ޱ部は方ܗ状をఄする石をબび、ͦの平׈なҰ面を棺の内側にして֤ʑ

１石で構ஙされている。側石はࠨ右でややҟなった構成をとる。北側の側石が２石をฒ΂て構ங

するのにରし、南側の側石は、基ఈに３石を平積みに置き、ͦの上に平׈な小ޱ面をもつ小ܗの

ׂ石を２～３ஈに重Ͷ置いて構ஙしている。北側壁のうちの１石は、検出前からطにഎ後のཪࠐ

め石からの加ѹによって石棺内側にগし౗れࠐんだ状گであったことがわかる。石棺ఈ部にఈ石

はなく墓ᆮఈの地山面が࿐出する。

྆小ޱの石ࡐは、側石୺部の֎側に置かれており、側壁を྆小ޱでڬむܗ状をࣔす。石棺部の

࣮測の後、全ての石ࡐをআڈし側壁下部の状ଶを確ೝした。ͦの結果、側石は墓ᆮఈに௚઀石ࡐ

を置いており、地山面を掘りࠐんで石ࡐを設置するためのਾえ付け穴౳のࠟ跡は検出されなかっ

た。出土遺物はない。

本埋葬ࢪ設は、墓ᆮのཪࠐめに多ྔの石ࡐをॆరするように、全体の構ஙのܗଶは埋葬ࢪ設̨

̭01の竪穴式石槨に類ࣅすることがӐわれる。ࠓճ、大内北３号墳で検出した石棺の側石は、基

本తに１ஈで構成されているが、この埋葬ࢪ設̨̭05の側石はෳ数ஈ積み上͛て構ஙしており、

ଞの石棺とはҟなるܗଶをとっている。これらも埋葬ࢪ設̨̭01に類ࣅする఺であり、྆者はن

໛のࠩをもつもののڞ通する構ங方๏で造られたものと考えられる。出土遺物がなくங造時期に

ついてはෆ明確であるが、埋葬ࢪ設̨̭01とほ΅ಉ時期か、ͦの構造をলུしたܗで埋葬ࢪ設̨

̭01の後に造られたものと考えることができる。

ʢ�ʣຒ૴ࢪઃ̨̭��（第10ਤ）

墳頂部の東دりにあり、埋葬ࢪ設̨̭01と埋葬ࢪ設̨̭02にڬまれてҐ置する。૊合式箱式石

棺からなる埋葬ࢪ設である。墓ᆮは、埋葬ࢪ設̨̭01の墓ᆮ東側辺に઀するܗで、Ֆቋؠの地山

面を掘りࠐんで構ஙされる。墓ᆮの南西側は、地山の高い部分から掘りࠐまれており15Dmఔ掘

り下͛たҐ置でҰ୺、平ୱな面をܗ成する。このҐ置からさらに内側に石棺本体を埋ೲするため

の墓ᆮを掘りࠐんでおり、いわΏるೋஈ墓ᆮのܗ状をとる。これにରして上ஈ墓ᆮの東側半分は

地ܗの下がりとなるため墓ᆮは全周せず、検出時の平面ܗ状はʮコʯࣈ状をఄしている。下ஈ墓

ᆮは、上ஈ墓ᆮからগし߇えたか所から掘りࠐまれており෯30Dmఔの平୺面を࢒す。下ஈ墓ᆮ



大内北古墳群発掘調査報告

-ù1-

第９ਤ　３号墳埋葬ࢪ設̨̭05平・断面ਤ



京都府遺跡調査報告集　第 144 冊

-ùù-

の東側部は上ஈ墓ᆮ面に࿈ଓして掘りࠐまれており平ୱ面をもたない。上ஈ墓ᆮのن໛は、࢒ଘ

部での長さ約２ｍ、෯1.8ｍを測る。下ஈ墓ᆮは長さ2.1ｍ、෯１ｍ、ਂさ0.34ｍを測り、平面ܗ

は方ܗ状をఄしている。また、下ஈ墓ᆮ୹辺の北東側は、石棺小ޱ部の蓋石に重Ͷる石ࡐを置く

ためか、墓ᆮの中ஈから֎側にுり出す小さな平୺部をܗ成している。

石棺本体の上部は、蓋石の上にさらに蓋石のܺ間を埋めるようにൺֱతፏ平な石ࡐが１～２ஈ

重Ͷて置かれている。蓋石は５石で構成され、石ࡐの平な面を石棺਎に重Ͷて置かれている。石

棺本体は、下ஈ墓ᆮにೲまる大きさҰഋに構ஙされており、ͦのため石棺എ後と墓ᆮ壁との間ܺ

はڱくなっている。墓ᆮ内には、ཪࠐめ土として҉׊৭粘土がॆరされており、埋葬ࢪ設̨̭02

や埋葬ࢪ設̨̭03にみられたようなཪࠐめの石մは٧められていない。石棺の側石は、྆୺の小

石によって構成され̒ܭ用し、合࢖を֤２石ࡐを֤１石、྆側壁は、ፏ平な石ࡐの石ܗ部に方ޱ

ている。棺ఈ部は石ࡐを用いない。石棺内๏のن໛は、長さ96Dm、෯は北側小ޱで24Dm、南側

小ޱで26Dm、高さ23Dmを測る。石棺の主࣠は̣28°̚ をࣔす。྆側の側石は、やや平׈な面を

石棺の内壁に用いており、側石の間には小石ࡐを٧めࠐんで安定をਤっている。側壁の構ஙにあ

たっては、小ޱの石を先に設置し、ͦの後、この小ޱをڬむܗで側石が置かれている。壁を構成

する石ࡐは、ࠓճ検出した̐基の石棺のなかでは֤面が੔った方ܗ状のՖቋؠが用いられている

が、北東側側壁の１石は෩化のਐんだೈ質の石が࢖用されていた。

副葬඼については、石棺内部の北東۱部から、੾先を北側の小ޱに向けた状ଶで鉄刀子１఺が

出土した。これ以֎に遺物は出土していない。

ʢ�ʣຒ૴ࢪઃ̨̭��（第12ਤ）

墳頂部平ୱ面の西دりにҐ置する埋葬ࢪ設で、東側に埋葬ࢪ設̨̭04、北東側に埋葬ࢪ設̨̭

01が઀している。木棺を௚葬する埋葬ࢪ設で、埋葬ࢪ設̨̭08・09とڞにಉҰ墓ᆮ内に棺をೲめ

る。墓ᆮは、Ֆቋؠ෩化土の地山面から掘りࠐまれており、北東から南西方向に長࣠を置いてい

る。墓ᆮن໛は、長辺側の南北面で約５ｍ、୹辺側の東西面で約3.5ｍを測る。埋葬ࢪ設̨̭04

の項で記ड़したように、墓ᆮ北東側は埋葬ࢪ設̨̭04の墓ᆮを੾りࠐんでおり、さらに、この部

分に重なるように竪穴式石槨を主体部とする埋葬ࢪ設̨̭04の墓ᆮによって੾られている。̨̭

07の墓ᆮ埋土の上面には、̨̭01の主体部を構ஙしたࡍに࢖われなかったと考えられる大ܗの石

。が遺ଘしており、構ஙのॱংを判断するうえでのखがかりとなるࡐ

墓ᆮは上下ೋஈからなり、上ஈ墓ᆮの下面部に３基の木棺をਾえる下ஈ墓ᆮが平行して掘りࠐ

まれている。埋葬ࢪ設̨̭07はこれらの主体部のうち東側にҐ置しており、木棺をೲめる下ஈ墓

ᆮのن໛は、長さ3.82ｍ、中ԝ部の෯0.85ｍ、࢒ଘ部の高さ0.25ｍを測る。棺の主࣠は̣35°̚ を

ࣔす。

墓ᆮ断面のܗ状からႡりൈきの木棺をਾえ置いたものと考えられる。墓ᆮのఈ部まで掘り下͛

たとこΖ、北୺側から੺৭إ料の޿がりが検出された。੺৭إ料は約１～２Dmのްさをもち、

長さ1.15ｍ、෯0.35ｍのൣ囲に޿がっていた。特に北側部分ではްく堆積する状گをࣔしていた。

この高まり部分を断ちׂって断面の࡯؍を行った。ͦの結果、੺৭إ料の堆積はʮ̪ʯܗࣈの断
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面をఄしており、このۂ面はׂ竹ܗ木棺のఈ部をࣔすものであることが推測された。੺৭إ料は

木棺全体にࢃかれたものでなく、Ґ置からみてඃ葬者の಄部付近を中৺に集積されたものと判断

される。੺৭إ料については、分析の結果、ύΠϓ状ϕンΨϥであることが判明している。

੺৭إ料の遺ଘ以֎に、本埋葬ࢪ設からの出土遺物はなかった。

ʢ�ʣຒ૴ࢪઃ̨̭��（第12ਤ）

埋葬ࢪ設̨̭07の西側に、長࣠をଗえ平行して設Ӧされた埋葬ࢪ設で、木棺を௚葬している。

上ஈ墓ᆮの南側部分は、下ஈ墓ᆮとの間に平ୱ部を࢒すが、北側部分は埋葬ࢪ設̨̭07とಉ༷、

平ୱ部を設けず௚઀掘り下͛られている。上ஈ墓ᆮの西辺側は、地山上に੝土したೈ質の砂質土

面から掘り下͛られている。

木棺をਾえ置くための下ஈ墓ᆮのن໛は、長さ4.6ｍ、中ԝ部の෯0.68ｍ、࢒ଘ部の高さ0.18ｍ

を測る。棺の主࣠は̣35°̚ をࣔし、埋葬ࢪ設̨̭07・09とಉҰの࣠方向をとる。

墓ᆮఈ部の掘削ਂ౓は、埋葬ࢪ設̨̭07にൺ΂てઙい。ԣ断面のܗ状から、埋葬ࢪ設̨̭07と

ಉ༷、ׂ 竹ܗ木棺もしくは断面がΏるやかにހをඳく木棺が用いられたとࢥわれる。墓ᆮの෯は、

埋葬ࢪ設̨̭07にൺ΂ڱいことが࡯؍でき、やや෯のڱい木棺が࢖用されたことが推測できる。

なお、北側で85Dm、南側で56Dmと棺の北側部分が޿がっていることから、࢖用された木ࡐの෯

の޿い側を಄部（北）に、ڱい側を଍側（南）に向けて置かれていたものとࢥわれる。下ஈ墓ᆮ南西

側の掘りࠐみのݞ部分から鉄製鎌が１఺出土したが、これ以֎に出土遺物はみられなかった。

ʢ�ʣຒ૴ࢪઃ̨̭��（第12ਤ）

埋葬ࢪ設̨̭07、埋葬ࢪ設̨̭08と墓ᆮをڞ有する。埋葬ࢪ設̨̭07とಉ̨̭08にڬまれほ΅

ਅん中のҐ置に構ஙされる。先の２基の主体部の断面がׂ竹ܗ状の木棺を࢖用するのにରし、埋

葬ࢪ設̨̭09は小ܕの箱式木棺をೲめたと考えられる。小ޱ部には石ࡐが置かれており、この石

ࡐの人಄大の石ؠについては、Ֆቋޱ൘の代用であった可能性がある。このうち南側小ޱが小ࡐ

を土とڞにೋஈに積み上͛、さらにこの石૊をڬむように、྆ 側面側にも２ݸのፏ平な石ࡐがʮコʯ

用はೝめられなかった。木棺をೲめる墓ᆮのఈ部は平࢖状に立て置かれていた。なお、粘土のࣈ

ୱで、このܗ状からみて箱ܗ木棺が埋ೲされていたものと考えられる。なお、木棺ࠟ跡は確ೝで

きていない。

ଘ長170Dmを測り、石૊をআいた部分での内๏長はݱの石૊を含めたൣ囲でޱ໛は、྆小ن

130Dm、෯50Dmを測る。主࣠は̣35°̚ をࣔす。前ड़の南側小ޱ部の石૊の性֨については、ෆ

明な部分が多いが、ݱ状では木棺小ޱの側൘をཪ側と側面から࣋ࢧするためのࢪ設と考えておき

たい。棺内֎からの出土遺物はない。

棺の小ޱに石ࡐを置くྫとしては、周辺の古墳としては、京丹後市ଳ৓３号墳、༩ँ野町小஬

２号墳第１主体、宮௡市֟ノ木２号墳などの類ྫが知られる。

埋葬ࢪ設̨̭09からの出土遺物はなく、ங造時期については明らかでないが、埋葬ࢪ設̨̭07

とಉ̨̭08の間に、主࣠をଗえて造Ӧされており、しかも྆主体部の下ஈ墓ᆮをյさないように

構ஙされている఺が஫目される。墓ᆮ面の掘り下͛時に設定した土層断面用の൞壁面の࡯؍では、
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ಉ質の墓ᆮ埋土内での࡯؍でありෆ確定な部分も多いが、埋葬ࢪ設̨̭09の墓ᆮは、埋葬ࢪ設̨

̭07とಉ̨̭08の上ஈ墓ᆮ面を੾りࠐんで構ஙされていることが確ೝできた。このことにより、

埋葬ࢪ設̨̭09は、埋葬ࢪ設̨̭07・08の後に埋葬されたことが想定されるが、྆埋葬ࢪ設の木

棺部分をҙࣝతにආけて構ஙされていることから、これらの３基の埋葬ࢪ設は、当ॳからಉҰの

墓ᆮ内にೲめるため、ܭըతに造Ӧされたものと考えられる。ෳ数の木棺をಉҰの墓ᆮ内にೲめ

る古墳のྫとしては、༩ँ野町ࣞ谷東３号墳とಉ小஬１号墳があ͛られる。いずれも５世紀前半

にҐ置づけられている。

ʢ1�ʣग़౔遺෺

ᶃమ੡඼（第13ਤ）

૦ઌ（第13ਤ１）　埋葬ࢪ設̨̭01から出土した。ここでは槍先としたが୹݋としての用్も考

えられる。全長18.3Dm、਎長約12.5Dm、෯約3.4Dm、ްさ約0.5Dm、ฑ長約5.8Dm、෯は関で約２

Dm、ฑ৲で約1.6Dm、ް さ0.5Dmを測り、重ྔはݱ状で83̶をྔる。᭩はࡺ化が著しく明ྎでない。

関部分もࡺ化によって๲らんでいる。ݱ状ではฑ部に目ఝ穴は確ೝできない。਎のย面にはہ部

తに布状のѹࠟがೝめられる。ฑ部についてもฑと平行するॎ方向の木質ࠟがೝめられるが、部

分తに遺ଘするのみであり長ฑとの૷ண状گをࣔすものかどうかはෆ明である。

ᮓঢ়మث（第13ਤ２）　槍先とಉじく埋葬ࢪ設̨̭01から出土した。断面方ܗのࡉ長い൘๮状を

第13ਤ　３号墳出土鉄器
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ఄし、やや྆୺部に向かって൓りฦる。ย方の୺

部は先が断面三֯ܗ状にബくなっておりܗ状から

鑿とした。検出時఺では൓りฦりのܗ状からϠリ

Ψンφとしていた。全体తにࡺ化が著しいが、長

さ14Dm、෯約0.8Dm、ްさは中ԝで約0.4Dm、୺

部で約0.2Dmを測る。重ྔはݱ状で19̶をྔる。

౛ࢠ（第13ਤ３）　埋葬ࢪ設̨̭06の棺内から出土した。全長6.6Dm、ਕ部の長さ5.2Dm、෯は

関の部分で1.4Dm、ްさはഎで0.3Dmを測る。ਕ部は関から3.5Dmほどはಉじ෯をもち、ͦこから

෯をݮじて੾先に向かう。ฑ部は長さ1.4Dm、෯は中ԝ付近で0.9Dm、ްさ0.3Dmを測る。木質は

。状をしめすܗするۂ状で７̶をྔる。എ部からみると全体にやや࿷ݱできない。重ྔは࡯؍

から出土した。ਕ先୺部を含むਕ先のҰ部がܽଛするݞ設̨̭08の墓ᆮࢪ埋葬　（第13ਤ̐）ח

が、この部分もࡺ化がਐ行しておりഁଛした鎌を埋ೲした可能性がある。࢒ଘ部のܗ状からは、

ਕはฑண૷部からਕ先に向かって࿷ۂしてԆびていくことが࡯؍でき、ۂਕ鎌と考えられる。࢒

ଘ部の長さ8.5Dm、෯は中ԝ付近で2.6Dm、ฑண૷部で3.5Dm、ްさ0.2Dmを測る。ฑண૷部はਕ

に௚行するҐ置でࣼめに約１Dmఔંり͛ۂられている。ฑண૷部のৄࡉについてはこの部分に

。մが生じておりෆ明であるࡺ

ᶄͦͷଞͷ遺෺（第14ਤ）

墳ٰ頂部のද土෗২土を掘り下͛たࡍ、埋葬ࢪ設̨̭02周辺からগྔの土器類が出土した。１

は須恵器蓋である。数ݸのഁยで出土したが、ほ΅Ұݸ体に෮ݩできた。෮14.4ܘݩDm、高さ2.4Dm

を測る。ఱ井部はፏ平でつまみをもたないものである。２は高୆付きの須恵器࿶かළとࢥわれる

ఈ部の小ยである。高୆のఈ部にճసࢳ੾りࠟをもつ。３は土師器ഋまたは࿶のఈ部ยである。

いずれも平安時代にଐするものとࢥわれるが、これらに関܎する遺構はೝめられなかった。

̏ʣͦ ͷଞͷݹ෿ͷ調査（付ද２・第15ਤ）

大内北古墳群は、調査前はໍ主墳である３号墳を中৺にして５基の古墳によって構成されてお

り、また、ࠓճの分布調査によって南側のඌࠜ先୺部に古墳状の隆起部が確ೝされていた。

ʢ1ʣ̍ ɾ̎߸෿

１・２号墳は３号墳の北側ඌࠜےにೝめられた古墳で、ͦのܗ状から、丹後地域に特௃తな୆

状墓と想定された。

調査は、まず３号墳からԆ長するトレンチを྆古墳をॎ断するܗで設置し、さらにͦれͧれの

中ԝ部をԣ断するトレンチをेܗࣈに設けて行った。ͦの後、トレンチࡍにܣを࢒して土層の確

ೝを行うとともに、墳ٰ全体の堆積土をআڈして主体部の検出作ۀを࣮ࢪした。調査の結果、ද

面を෴う෗২土の௚下ではްさ10 ～ 15Dmのփ׊৭の粘砂質土が堆積し、ͦれ以下は砂礫層がද

れた。特に古墳の中৺部とࢥわれる部分ではؠ൫とみられる礫層が޿がることが確ೝされた。こ

の礫層面と周辺部をਫ਼査したが主体部になるような遺構は検出できなかった。ࠓճの調査結果で

は、古墳としてのஹީをಘることができず、ٰྕの小隆起からなる自然地ܗであることが判明し

第14ਤ　３号墳出土土器
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第15ਤ　大内北古墳群（１・２・̐・５号墳）調査地ٴび土層ਤ
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た。

ʢ�ʣ̐ ߸෿

長辺10ｍ、୹辺９ｍ前後の平ୱ部をもち、３号墳の墳ٰ南東੄に઀するҐ置にあたる。３号墳

の墳ٰ南東側ࣼ面からԆばしたトレンチを設置して調査を行った。ͦの結果、１・２号墳とಉ༷

に、ද土の෗২土下でՖቋؠの෩化した砂礫層が検出されたのみで、主体部とࢥしき遺構や੝土

をࣔすような土層のม化はೝめられなかった。また、３号墳੄部分での土層堆積状گの確ೝを行っ

たが、੄を区ըするような地山の落ちࠐみや溝は検出できなかった。調査で࿐出した地山面のܗ

状からみて、当部分は３号墳の墳ٰ造成のために地山の削り出しが行われた可能性がある。以上

の結果により、̐号墳については古墳でないことが判明した。

ʢ�ʣ̑ ߸෿

３号墳から南西にԆびるඌࠜ上にҐ置しており、７ܘｍ、高さ0.3ｍの円墳状をなしている。

墳ٰを࢛分するܗにेܗࣈにܣを࢒してද土層のআڈ作ۀを行った。この結果、෗২土のද土下

からްさ５～ 10Dmの҉׊৭ないしԫ׊৭の粘質土層が検出された。ͦの後、墳ٰ状の高まり面

を中৺にこれらの粘質土層を掘り下͛たが、ؠ൫を構成する礫層面が検出されたのみで、主体部

に܎る土৭のม化や落ちࠐみ౳の遺構は検出されなかった。また、３号墳の੄付近にあたるඌࠜ

高Ґの北東部分では墳ٰ土の流失とࢥわれる҉׊৭粘質土の堆積がみられたのみで３号墳のங造

に൐う周溝౳の遺構は検出されなかった。以上のように５号墳については、自然地ܗの高まりと

判断されたが、この高まりは３号墳造成にࡍして古墳の੄をըするためٰྕඌࠜを掘り下͛た結

果、生じたものとも考えられる。

ʢ4ʣݹ෿ঢ়ོى

５号墳の南西にҐ置する古墳状隆起の調査を行った。ͦの結果、自然堆積とࢥわれる҉փ৭砂

質粘土層および礫層の޿がりを検出したのみで、古墳としてのஹީはೝめられなかった。この付

近はݻい礫層面が࿐出しており、周辺の山土の流失から取り࢒されて高い地ܗがܗ成されたもの

と考えられる。

̑ɽ̎ ɾ̏஍۠ͷ調査（第16ਤ）

ճ道路建設༧定地における分布調査の結果、古墳状の隆起をఄするか所が、大内北古墳群のࠓ

ほかに２か所で確ೝされた。これらについて古墳の有ແを確ೝするためのࢼ掘調査を࣮ࢪした。

̍ʣ̎ ஍۠

໊শ ঢ়ܗ ɹ໛ن 調査಺༰
１号墳 方ܗ（֊ஈ状） Ұ辺 16 ｍʷ 10 ｍ、高さ 1.1 ｍ 自然地ܗ。古墳のஹީなし。
２号墳 方ܗ（֊ஈ状） Ұ辺 11 ｍʷ 10 ｍ、高さ 0.5 ｍ 自然地ܗ。古墳のஹީなし。
３号墳 円墳 長ܘ 25 ｍ、୹ܘ 23 ｍ、高さ̐ｍ 埋葬ࢪ設９基確ೝ。鉄器౳の副葬඼出土。
̐号墳 方ܗ（֊ஈ状） Ұ辺９ｍʷ 10 ｍ、高さ 0.5 ｍ 自然地ܗ。古墳のஹީなし。
５号墳 円ܗ ７ｍ、高さܘ 0.3 ｍ 自然地ܗ。古墳のஹީなし。

付ද２　大内北古墳群調査Ұཡ
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第16ਤ　２・３地区古墳状隆起調査トレンチٴび土層ਤ
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大内北古墳群（１地区）の南方約200ｍにҐ置しており、東西にԆびるٰྕのڱいඌࠜྏઢ上に

あたる。120ｍから116ｍのඪ高ࠩで東側から西側に向かって؇やかにࣼ܏し、中ԝ付近でएׯの

高まりをみせる。調査は、東側ඌࠜ高所の隆起部と中ԝ部の隆起部を結Ϳ、やや۶ۂするܗ状で

෯１ｍ前後のトレンチ２本を設けて࣮ࢪした。調査の結果、ٰྕの௿い側に設けた１トレンチで

は、ද土の෗২土の下Ґでްさ̒～ 8Dmの҉׊৭の粘砂質土層を検出したが、ͦれ以下はԫ׊

৭土の地山面であった。地山面のਫ਼査を行ったが古墳౳に関܎する地ܗのม化はೝめられなかっ

た。ٰྕの高所に設Ӧした２トレンチについては、東୺部の地ܗの高まりの周辺から、ݓ大から

小ࣇ಄大の20数ݸの礫石の޿がりを検出した。集石はこの部分にଘ在する木株を中৺にܘ約1.2

ｍఔの޿がりをఄするが、෗২土の中にも石が含まれており、掘ܗ౳の落ちࠐみも検出されなかっ

た。集石をআڈして下部のਫ਼査を行ったが特にม化はೝめられなかった。出土遺物はなくෆ明確

であるが、おͦらく近ݱ代の২ྛに൐う࢓事の可能性が高いものとࢥわれる。２トレンチについ

ても古墳としての確ೝはಘられなかった。

̎ʣ̏ ஍۠

２地区の南側約300ｍ཭れたٰྕ上にҐ置し、大内古墳群の分布ൣ囲にあたる。古墳状隆起は、

ඪ高119ｍから116ｍのٰྕ部の北東側から南西側になだらかにࣼ܏するඌࠜのྏઢ部に所在し、

周囲よりやや高い地ܗの高まりをみせる。調査はٰྕඌࠜを中৺に෯1.5ｍのトレンチを設Ӧし

行った。調査の結果、２地区とಉ༷、෗২土下で҉փ׊৭の粘砂質土層がදれ、ͦれ以下はՖቋ

৭の地山面になる。トレンチ西側にԊってਂさ30Dmఔのਂ掘りを行っ׊の෩化土からなるԫؠ

たが、ݦ著な土層のม化はೝめられなかった。出土遺物はなく、３地区においても古墳のஹީは

ೝめらなかった。

̒ɽ·ͱΊ

ճ、道路建設༧定地に含まれるٰྕの３地区において発掘調査を行った。ͦの結果、大内北ࠓ

古墳群に含まれる１地区では、３号墳で埋葬ࢪ設合９ܭ基を検出した。３号墳以֎の１・２・̐・

５号墳ٴび１地区の古墳状隆起部については、調査の結果、古墳でないことが確ೝできた。また、

２地区、３地区の古墳状隆起についても古墳でないことが判明した。ここではࠓճ調査のまとめ

として、多くの成果をಘることができた大内北３号墳について、एׯの੔理を行いまとめとした

い。

大内北３号墳の特௃としては、

ᶃ自然地ܗをར用した中ܕの࿪な円墳（長࣠25ｍʷ୹࣠23ｍ、高さ̐ｍ）である

ᶄҰ墳ٰ多埋葬（９基）である

ᶅ埋葬ࢪ設のܗଶは、竪穴式石槨（１基）・૊合式箱式石棺（̐基）・木棺（̐基）と多༷である

ᶆ副葬඼は鉄器̐఺（槍先・鑿先・刀子・鎌）とՉগで大ܗの෢器類を含まない

౳があ͛られる。すなわち大内北３号墳については、上記のᶃのように、墳ٰங造にあたって

自然地ܗを࠷大ݶにར用し੝土による造成はほとんどされていない఺や、ᶄのように、Ұつの墳



大内北古墳群発掘調査報告

-33-

第17ਤ　３号墳埋葬ࢪ設配置ਤ

ٰ上に多くの埋葬ࢪ設が構ஙされるなどの఺は、丹後地域の京丹後市ݱݖ山古墳やୠ馬地域の๛

岡市ਂ谷１号墳・和田山町ळ༿山２号墳౳に代දされる弥生時代後期からଓく墳ٰのங造方๏や

墓੍を౿ऻするものであり、在地における఻౷తな葬๏をもつ古墳の性֨がڧくӐがわれる（付

ද３・第17ਤ）。

次に、埋葬ࢪ設のうち特に竪穴式石槨（ࣨ）については、京丹後市域ではこれまでに古墳時代前

期～中期にଐするྫとしては５基知られている。代දతなものとしては๛෋な副葬඼が出土した

ๆ山町域のΧδϠ古墳があ͛られるが、ـ内における古墳時代前期の大ܗ前方後円墳に൐うయܕ

తな竪穴式石ࣨとはҟなり、石ࡐの用い方や壁面構成に地方తないし在地త要ૉがڧいことがࢦ

ఠされている。大内北３号墳の竪穴式石槨̨̭01は、大人１人をೲめるのがせいҰഋで、ࠓճの

調査結果では棺は࢖用されていない可能性もࢦఠできる。ͦの場合、竪穴式石槨̨̭01も石棺と

して理ղす΂きである。石槨にఱ井石をՍすと上部にܺ間のແいきわめてڱい墓ࣨとなり、機能

తには૊合式石棺とಉ༷な໾ׂしか果たさないものと想૾される。૊合式石棺については内๏長

96Dm、෯26Dmを測る埋葬ࢪ設̨̭06が࠷大で成人を埋葬するにはແ理がある。この場合、埋葬

が埋葬されたものとも考えられるࣇ設̨̭01が成人埋葬でほかの̐基の石棺は子供ないし༮ࢪ

が、人ࠎの遺ଘするものでは、小ܕの石棺に成人の࠶葬ࠎをೲめたものが知られており、大きさ

からはҰ֓に子供・༮ࣇ棺とは断定できないようである。

埋葬ࢪ設の構ஙॱについては、竪穴式石̨̭ࣨ01の墓ᆮが埋葬ࢪ設̨̭04・07 ～ 09の木棺௚

葬群の墓ᆮを੾っていること౳から֓Ͷ木棺௚葬から石槨・石棺౳の石ࡐを࢖用した葬๏΁のม

ભがӐわれる。また、木棺௚葬については、ಉじく墓ᆮの੾り合いから埋葬ࢪ設̨̭04が３号墳

では࠷ॳに構ஙされ、ͦの後、埋葬ࢪ設̨̭07 ～ 09を含む墓ᆮが構ஙされたものと考えられる。

石槨・石棺については੾り合い౳の明確に先後関܎をࣔすものはないが、５基の埋葬ࢪ設をൺ

ֱすると石ࡐを多用して棺֎をްく෴うものから、やや؆ུされた構ஙख๏をとるものにҠ行し

ていくようにݟて取れる。すなわちن໛・構造からみて竪穴式石槨̨̭01が石ࡐを࢖用した埋葬

設̨̭05は構造から石棺に分類したが、構ࢪも先行するものと考えられる。埋葬࠷設としてはࢪ

ஙܗଶは埋葬ࢪ設̨̭01と類ࣅしており̨̭01とಉ時期かこの௚後に構ஙされたものとみておき

たい。次に૊合式石棺については、墓ᆮ内にཪࠐめの石ࡐを٧めるもの（埋葬ࢪ設̨̭02・03）と

̨̭01 竪穴式石槨
̨̭02 箱式石棺
̨̭03 箱式石棺
̨̭04 ׂ竹ܗ（ʁ）木棺
̨̭05 箱式石棺
̨̭06 箱式石棺
̨̭07 ׂ竹ܗ（ʁ）木棺
̨̭08 ׂ竹ܗ（ʁ）木棺
̨̭09 箱式木棺

付ද３　３号墳埋葬ࢪ設ܗ式Ұཡ
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ཪࠐめ石を࢖用しないもの（埋葬ࢪ設̨̭06）に分けられ

る。また石棺の側壁ݸ数では、̨̭03と̨̭06は基本త

に小ޱと側石ࠨ右２石の̒ܭ石、̨̭02は小ޱと側石ࠨ

右֤１石の̐ܭ石で構成されている。小ޱの置き方につ

いては྆側から側石にڬまれる̨̭02・06と側石の֎に

出る̨̭03に分けられる。このように側石構成の上では

が構ங時期のࠩܕ部にҧいがೝめられるがこれらの類ࡉ

をࣔすものか൱かはݱ状ではෆ明とせざるをಘない。当

古墳では先に構ஙされた埋葬ࢪ設̨̭01がཪࠐめ石を࣋

つことを重ࢹすれば、ཪࠐめ石の有ແから判断して（̨̭02・03）ɣ（̨̭06）΁のมભを想定して

おきたい。ただし、いずれの埋葬ࢪ設も大きく੾り合うことなく配置されており、あまり長期に

わたらずにܭըతに構ஙされていったものと想定される（第18ਤ）。

このような石槨や石棺౳、石ࡐを࢖用した埋葬ࢪ設が多く用いられるのは、当地域とは地理త

にも近いୠ馬地域で調査ྫが多く報告されており、墓੍上でも྆地域のີ઀な関܎がӐわれる。

大内北３号墳のங造時期については、出土遺物がগྔの鉄器のみで時期の確定についてはෆ明

な఺が多いが、これまでྫࣔした֤古墳とのൺֱから、おおよͦ古墳時代前期຤から中期前半ࠒ

（̐世紀຤～５世紀前半）と考えておきたい。

周辺古墳のུ֓でふれたように、ಉじٰྕ上にҐ置する大内１号墳では竪穴式石ࣨ、三重谷を

ӽえた大谷古墳では૊合式石棺౳の大内北３号墳とಉ༷の埋葬ࢪ設をもつことが知られている。

྆古墳は、墳ٰ・主体部のن໛とも大内北３号墳にউっている。埋葬ࢪ設は中৺主体部１基のみ

で大内北３号墳の多埋葬のあり方と大きくҟなっている。副葬඼に関しては、大谷古墳は鉄器類

のほかۄ・ڸ類をもっており、গྔの小ܗ鉄器類をもつのみの大内北３号墳とは大きな૬ҧ఺が

みられる。これらのࠩҟはඃ葬者間の地Ґや֊層ࠩをදすものともଊえることができるが、ݱ状

では資料がগなく、ࠓ後の՝୊としたい。

ճ調査を行った大内北３号墳は、当地域における有力者の家族墓（集団墓）と想定される。大ࠓ

内北古墳群がӦまれた時代には、竹野川下流域においてـ内の大Ԧ墓にඖఢする巨大前方後円墳

が出ݱしている。これらの前方後円墳と前ड़の大谷古墳、大内１号墳ٴび大内北３号墳などの中

໛古墳をൺֱすることにより、竹野川中～上流域の在地有力者層のあり方を考えるうえで、新ن

たな資料を提供するものとࢥわれる。

第18ਤ　３号墳埋葬ࢪ設มભ想定ਤ
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஫１　このような壁面の石積み構造をもつʮ小竪穴式石ࣨʯについては、࠷近の用ྫではʮ竪穴式石槨ʯ

とݺばれるのが通ྫであり、本ྫもこれを用いる。

஫２　埋葬ࢪ設̨̭01の石槨に࢖用された石ࡐをෳ数か所からந出しϓレύϥート作成による石ؑࡐ定を

行った結果、ࠇӢ฼Ֆቋؠ・ී通֯ર石・砂ؠが࢖用されていることが分かった（第19ਤ）。

஫３　埋葬ࢪ設̨̭02・07の੺৭إ料の成分分析により、主成分はϕンΨϥであるが、ごくҰ部に水ۜग

が含まれるとの分析結果をಘた。

ݙจߟࢀ

ʰΧδϠ古墳発掘調査報告 　ɦๆ山町ڭҭҕһ会　1972

ʰ大内１号墳発掘調査֓報 　ɦ大宮町ڭҭҕһ会　1983

ʰ丹後大山墳墓群 　ɦ丹後町ڭҭҕһ会　1983

ʰݱݖ山古墳発掘調査֓報 　ɦٱඒ඿町ڭҭҕһ会　1984

ʰ大谷古墳 　ɦ大宮町ڭҭҕһ会　1987

ʰ大宮町の文化財 　ɦ大宮町ڭҭҕһ会　1988

ʰ大宮町遺跡地ਤ 　ɦ大宮町ڭҭҕһ会　1991

ʰ加ӻ町の古墳 ɻ 加ӻ町文化財調査報告第16集ʵ 　ɦ加ӻ町ڭҭҕһ会　1992

ʰ大宮町遺跡地ਤ 　ɦ大宮町ڭҭҕһ会　1999

ʰക田古墳群ᶘ 　ɦฌڭݝݿҭҕһ会　2003

੉戸谷Ᏻʰシリーズୠ馬２　ୠ馬の古代２ 　ɦୠ馬文化ڠ会　2005

京丹後市࢙資料編ʰ京丹後市の考古資料 　ɦ京丹後市　2010

古　墳　名
内๏ن໛（Dm） 副葬඼౳ 所　ଐ　時　期

長　ʷ　෯　ʷ　高
大山墳墓群 10 号墳第３主体 223 ʷ 45 ～ 53 ʷ 70 前期

ΧδϠ古墳第１主体 450 ʷ 73 ～ 75 ʷ 70 ・銅器・石製࿹০類ܕ౵・ڸ
鉄器 前期後半

設ࢪ山古墳第１埋葬ݱݖ 400 ʷ 60 ʷ 60 前期後半
大内１号墳 270 ʷ 70 ʷ 45 鉄器 前期຤～中期前༿
大内北３号墳埋葬ࢪ設̨̭ 01 190 ʷ 28 ～ 40 ʷ 25 鉄器 前期຤～中期前༿

付ද̐　京丹後市域の竪穴式石 （ࣨ石槨）のن໛ൺֱ
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第19ਤ　３号墳石ݦࡐඍࣸڸਅ



-37-

３.加塚遺跡発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

加塚遺跡は、亀岡市安町小屋場に所在する。遺跡ൣ囲内には、須恵器や土師器が散布している

ことが確ೝされており、周知の遺跡としてʮ京都府遺跡୆ாʯに記ࡌされている。このҰଳには、

古代の集落遺跡がଘ在したと推定されている。

ۀըされたことから、事ܭがۀճ、京都府建ஙަ通部により加塚遺跡のൣ囲内に道路੔備事ࠓ

に先行して発掘調査を࣮ࢪするはこびとなった。

当センターでは、平成22年౓国道372号地方道路ަ付 （ۚެ安）事ۀに܎る加塚遺跡発掘調査を、

京都府建設ަ通部のґཔをडけて࣮ࢪした。ݱ地調査にあたっては、京都府ڭҭҕһ会、亀岡市

。力をಘた。なお、本報告は田代がࣥචしたڠ会のご࣏自ݩ機関、および地܎ҭҕһ会౳の関ڭ

޾߂஍調査੹೚ऀɹ調査第２՝長　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀɹ調査第２՝主װ第３܎長事຿取ѻ　石井ਗ਼࢘

ಉ　次੮૯ׅ調査һ　田代　߂

調 査 ৔ ॴɹ亀岡市安町小屋場

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒɹ平成22年12月̔日～平成23年１月18日

調 査 ໘ ੵɹ300㎡

̎ɽ遺跡ͷཱ஍ͱपลͷ遺跡

加塚遺跡は、西山の北から北東に޿がるஈٰ

上に޿がる集落遺跡である。周辺には土器類な

どが散布しているのがೝめられ、古代の集落遺

跡が޿いൣ囲で޿がるものと考えられる。調査

地఺は、山࿢から小さくுり出すઉ状のஈٰ上

にҐ置する。北側にはਁ৯による谷地ܗがある。

この遺跡の周辺には、༨部遺跡、加塚古墳、

古墳群、安行山ޱ塚古墳、南の西山には෩ノޅ

古墳群などがある。༨部৓跡、亀山৓跡・亀山

৓下など中世～近世にかけての৓ֲとͦの関࿈

遺構などが分布している。

༨部遺跡は、加塚遺跡の北西にある集落遺跡

である。弥生時代中期ॳ಄から集落がӦまれは

第１ਤ　調査地と周辺遺跡
（h 京都府遺跡地ਤ　第３൛ʱ第２冊

　京都府ڭҭҕһ会 2002）
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じめ、中期を通じて大ܕの集落遺跡をܗ成する。1997年౓と1998年౓の調査で、中期ॳ಄のۄ作

り遺構や、方ܗの竪穴式ॅډ跡が多数みつかり、大井川右؛の弥生時代中期の有力なϜϥのひと

つであることが判明した。以後、中世にかけて断ଓతに遺構がӦまれる。

加塚古墳は、全長60ｍのن໛を࣋つものである。大半がյれているが、墓地の中に墳ٰのҰ部

が࢒っている。ங造時期はわからない。ޅ塚古墳は、ஈٰのԑ辺に造られた長さ22m、෯17ｍ、

高さ2.3mのପ円状のෆ定ܕな古墳である。ங造時期はわからない。

安行山古墳群、෩ノޱ古墳群は、古墳時代後期に造Ӧされた古墳群と推測されている。安行山

古墳群はೋ基からなる。１号墳は、18.7ܘm、高さ1.4ｍの円墳で、ஈஙが確ೝされている。２号

墳は、ԣ穴式石ࣨを内部主体とする円墳である。෩ノޱ古墳群は、10基の円墳からなる。̐～７・

10号墳はԣ穴式石ࣨがあることが確ೝされている。この古墳群は、௚10ܘmを前後するものが多

いが、10号墳だけは௚21.4ܘｍと大ܕであり、この古墳群の中でもっとも地Ґが高い人物あるい

はͦの家族が埋葬されたと考えられる。

༨部৓跡は、加塚遺跡のਅ北にҐ置する中世の平৓跡である。本ؙ跡、ງ跡、空ງ跡のҰ部が

遺ଘしている。৓主は、෱井因഼कః੓である。明ஐޫलによる丹೾平定のંに落৓し、ͦ の後、

。として機能したࡆ

亀山৓は、中世に山৓としてஙかれた。ͦの後、明ஐޫलによって丹೾౷࣏のڌ఺としてங৓

された。ߐ戸時代ॳ಄には重要ڌ఺として੔備され、ߐ戸時代を通じて丹೾をԡさえる৓として

重要ࢹされた。ަ通の要িにҐ置しており、৓下町も栄えた。ఱक୆、本ؙ、石垣、大ງ、内ງ、

֎ງのҰ部が遺ଘしている。

̏ɽ調査੒Ռ

調査ର৅地内に東西方向にೋ本のトレンチを設定した。西側のトレンチを第１トレンチ、東側

のトレンチを第２トレンチとした。

調査は、ද土であるݱ代の੔地土層を重機を用いてআڈした。ͦの後、壁面での土層堆積の؍

のਐ௙にԠじて、ਵۀ遺構面を確ೝするための掘り下͛、ਫ਼査などを人力により行った。作、࡯

第２ਤ　トレンチ配置ਤ
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第３ਤ　第１・２トレンチ࣮測ਤ

時、࣮測ਤ作成、ࣸਅࡱӨなどの記録作ۀを行った。

ೋつのトレンチの土層堆積状گは、第̐ਤにࣔしたとおりである。

第１トレンチでは、３層を確ೝした。第１層がݱ代置土、第２層が水田土৕である҉青փ৭の

άϥΠ土৕、第３層が地山にあたるԫփ৭粘質土である。かつて、地山を੔地し水田耕作地とし

て土地ར用されていたが、ͦの後、道路֦ு޻事やॅډ地のҠసなどのため、埋められて੔地さ

れたと考えられる。

第２トレンチでは、第１トレンチで確ೝした第２層がなく、第１層のݱ代置土、置土௚下で地

山にあたるԫփ৭粘質土である第３層を検出した。

第̍τϨϯν

160㎡を調査した。調査にあたって、まず、ݱ代੔地層を重機で掘削した。旧水田層がೝめら

れたので、重機でচ土までআڈし、ͦの後、人力でトレンチ内を掘削し、ਫ਼査を行った。

ද土下60Dmで、青փ৭の良質の粘土がೝめられた。この粘土層は、ࠇϘΫ層より下Ґにೝめ

られる古い堆積層であり、遺構のϕーεとなる層である。この粘土層上面でਫ਼査を܁りฦしたが、

古代の遺構・遺物を検出することはできなかった。

第̎τϨϯν

140㎡を調査した。第１トレンチとಉ༷の方๏で、約20Dmのݱ代੔地層をআڈすると、ややԫ

৭がかった青փ৭粘土を検出したが、旧水田跡はೝめられなかった。この場所は、ஈٰのϐーΫ

΁と向かう地఺にあたるので、もともとϕーεの水४が高いことから、水田౳はすでに削平され

て失われたと考えられる。

この粘土層は、第１トレンチಉ༷、ࠇϘΫ層より下Ґにೝめられる古い堆積層であり、遺構の

ϕーεとなる層である。この粘土層上面でਫ਼査を܁りฦしたが、古代の遺構・遺物を検出するこ

とはできなかった。
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̐ɽ͓ΘΓʹ

後世の削平により、遺構面が失われてしまった可能性が高い。加塚遺跡に൐う、遺構・遺物を

検出するには౸らなかったが、以下の఺について新たな知ݟがあった。

ղがあった。しかし、水ݟがվมされ、੝り土がなされているなどのܗճの調査地఺は、地ࠓ

田造成や୐地։発などのࡍに行われた੔地作ۀにより削平はडけているものの、旧地ܗがஈٰԑ

辺部まで、ほ΅࢒っていることがわかった。

したがって、西山と北に઀する։析谷までの間は、削平された部分をআけば、自然な状ଶをと

どめており、古代の遺構や遺物が遺ଘしている可能性が高いと考えることができる。

第̐ਤ　第１・２トレンチ土層断面࣮測ਤ
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̐.長岡京跡右京第997次（7"/(,/-3地区）
・松田遺跡発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

る発掘調査を、西日本高଎道路株式܎にۀճの調査は、平成22年౓京都ॎ؏自ಈं道੔備事ࠓ

会社関西ࢧ社京都޻事事຿所のґཔをडけて࣮ࢪした。

調査地は、乙訓郡大山崎町ࣈ円明寺小ࣈ松田（大山崎中学ߍάϥンド西側）にあたる。この地఺

は、長岡京෮原Ҋ（旧৚๥）によると、۝৚大路と西ೋ๥大路のަࠩ఺付近（旧৚๥෮原Ҋ）となる。

また、東西350ｍ、南北500ｍのൣ囲に޿がる、縄文時代から中世にかけての集落遺跡である松田

遺跡の南西部にもあたる。

ߍߍ在の大山崎中学ݱ。ճの調査地の周辺では数ճの調査が行われ、多くの成果をಘているࠓ

舎新ஙに൐う調査（長岡京跡右京第933次）では、数時期の遺構面を確ೝしており、弥生時代の流

路跡や古墳時代の竪穴式ॅډ跡など、鎌૔時代の掘立柱建物跡や柵列などの遺構を検出している。

ճの調査地北側では長岡京跡右京第940次調査が行われているが、第２・３・５トレンチは小ࠓ

ઘ川の氾濫原にあたっており、遺構の検出にはࢸっていない。ࠓճの調査地の南側では長岡京跡

右京第971・974次が行われており、中世の遺構は確ೝできなかったが、古墳時代後期の竪穴式ॅ

ճの調査地の北側は小ઘ川ࠓ、跡などを検出している。周辺地域におけるこのような成果からډ

の氾濫域にあたり、南側は古墳時代と鎌૔時代の遺構がଘ在するものと想定された。しかし調査

ର৅地内の遺構の分布状گはෆ明であったため、南北方向と東西方向にઢ掘りによる調査をし、

遺構が޿がるൣ囲を確定し、面తにల։した。調査地は、小ઘ川の河川保全区域にあたるため、

西日本高଎道路株式会社関西ࢧ社京都޻事事຿所が乙訓土木事຿所に掘削ڐ可ਃ੥を提出し、発

掘調査を࣮ࢪしている。

本報告書で࢖用した国土࠲ඪは、ݱ地記録も含め日本測地系の第ᶜ࠲ඪ系を࢖用した。土層お

よび遺物の৭調は೶ྛ水ٕ࢈ज़会ٞ؂मのʰ新൛ඪ४土৭ாʱを用いた。ݱ地調査ならびに報告

については、京都府ڭҭҕһ会、大山崎町ڭҭҕһ会、乙訓土木事຿所を࢝め関܎機関、大山崎

中学ߍ、地֤ݩ自࣏会や近ྡॅຽの方ʑのごࢦಋとごڠ力をいただいた。記しておྱਃし上͛ま

す。なお、本報告は岡⃻・田代がࣥචした。

޾߂஍調査੹೚ऀ　調査第２՝長　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝主װ第３܎長事຿取ѻ　石井ਗ਼࢘

ಉ　次੮૯ׅ調査һ　田代　߂

同　第２܎　ઐ໳調査һ　岡⃻研Ұ

同　第１܎　主査調査һ　ࣲ　ڿ඙

調 査 ৔ ॴ　乙訓郡大山崎町ࣈ円明寺小ࣈ松田
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ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ　平成22年̒月２日～９月29日

調 査 ໘ ੵ　1,890㎡

̎ɽҐஔͱڥ؀

大山崎町は、京都ຍ地の南西部にҐ置し、大ࡕ府との府ڥに઀する。丹೾地域から流れるܡ川

と、ඐഀބからのӉ࣏川と京都府南部から北流する木௡川の三川が、大山崎町の南側で合流し、

ཎ川となって大ࡕ࿷に流れる。大山崎町西側には、京都ຍ地を囲む山地の西南部にあたる西山山

第１ਤ　調査地ٴび周辺主要遺跡分布ਤ（国土地理Ӄ 1/25,000 京都西南部・ཎ）
 １ɽ松田遺跡	調査地
 ２ɽ下ւ印寺遺跡 ３ɽ西山田遺跡 ̐ɽҏլ寺遺跡 ５ɽ友岡遺跡
 ̒ɽ᯶岡ഇ寺　 ７ɽ։田遺跡 ̔ɽਆ଍遺跡 ９ɽ࿬山遺跡 10ɽ西๏寺遺跡
 11ɽ南܀ϲ塚遺跡 12ɽ恵ղ山古墳 13ɽڥ野１号墳 14ɽ円明寺跡 15ɽٱ保川遺跡
 16ɽඦʑ遺跡 17ɽۚ蔵遺跡 18ɽࢉ用田遺跡 19ɽഷ遺跡 20ɽ宮࿬遺跡
 21ɽ下২野南遺跡 22ɽ山崎৓跡 23ɽ白ຯ࠽遺跡 24ɽ山崎遺跡 25ɽງ৲遺跡
 26ɽ山崎௡遺跡 27ɽ長岡京跡
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地がഭる。山地の੄にはٰྕやஈٰが分布し、ͦの東側にはܡ川とͦのࢧ流である小ઘ川によっ

てܗ成されたԭ積地が޿がる。松田遺跡は、小ઘ川下流の؛ࠨにあたり、ͦのԭ積地の中にわず

かに޿がる河川Ԋいのඍ高地上に立地する
ㅭ㉅１ㅮ

。

調査地周辺に分布する遺跡としては、後期旧石器時代にさかの΅るものがある。̧̟山崎Ӻ北

側のٰྕ部にҐ置する山崎遺跡やఱԦ山東࿢の࿬山遺跡では
ㅭ㉅２ㅮ

、αψΧΠトのφΠϑܗ石器などが

出土している。長岡京市に所在する下ւ印寺遺跡も旧石器時代の遺物散布地として知られる。

縄文時代になると૲૑期の遺跡であるٱ保川遺跡や、ૣ期の松田遺跡、中期から൩期の縄文土

器が出土した下২野南遺跡、中期の友岡遺跡、後期の下ւ印寺遺跡などがある。これらの遺跡は

小ઘ川付近に集中し、縄文時代には小ઘ川流域がॅډにదしたڥ؀であったと推測される。

弥生時代の遺跡では、南܀ϲ塚遺跡から弥生時代前期຤の土器が出土し
ㅭ㉅３ㅮ

、中期前༿の方ܗ周溝

墓を検出した
ㅭ㉅̐ㅮ

。࿬山遺跡からは中期前半の土坑などの遺構が検出された
ㅭ㉅５ㅮ

。調査地北方のഷ遺跡で

は中期後半のॅډ跡群が、南東の下২野南遺跡では中期中༿の方ܗ周溝墓群が検出されている。

古墳時代には、前期後༿にங造された鳥ډ前古墳や௿Ґஈٰ上にஙかれた前期຤のڥ野１号墳

がある
ㅭ㉅̒ㅮ

。またこの時期の集落として下২野南遺跡、松田遺跡、ࢉ用田遺跡、ۚ蔵遺跡、宮࿬遺跡

がある。古墳時代後期には、これらෳ数の遺跡をҰׅりにするܗでҰ大集落がӦまれる。

奈良から平安時代には、ਆ亀２（725）年行基によって、山崎橋がஙかれる。ఱ平３（731）年には

布ڭ活ಈのڌ఺として山崎Ӄが建てられる。山崎国府第１次調査で出土した㡤෹は山崎Ӄに࢖用

されていたとされる。Ԇ暦３（784）年、׸෢ఱߖによって長岡京ભ都が行われる。京域のҰ部が

大山崎町北部にかかり、また、都から西に向かう道路やߓの੔備が行われたものと推定される。

長岡京ॳ期の建物は、೉೾宮からҠ設されており、ͦのࡍに山崎௡がߓとして੔備され、ՙ༲͛

が行われた。

平安時代には、ࠧեఱߖが水ແ੉・ަ野方面にୋङりに出かけるࡍに山崎Ӻに॓ധされる。行

ばれ、次ݺがසൟになされるようになると、཭宮が設けられることとなり、当ॳは山崎཭宮と޾

いで河ཅ཭宮とݺばれた。ఱߖ没後には཭宮のར用がݮると、ః（861）３؍年には河ཅ཭宮は国

府として࠶ར用されるようになる（第̐次国府）。第̐次国府跡は、̧̟山崎Ӻ南の཭宮ീ഼宮付

近とされている。平安時代後期には、大山崎地域でӣމຑ༉の生࢈が։࢝されるようになる。

平安時代前期には２本の道路、ٱզ೅と西国֗道が੔備されたと推定されている。৚ཬ地ׂり

をࣼめにԣ੾るٱզ೅は、平安京のཏ৓໳から南に৳びる鳥Ӌ造道と鳥Ӌ཭宮にଓく道である。

西国֗道は、大山崎町から北上し、長岡京市を経て向日ٰྕをԣ੾って平安京に通じる道路であ

る。この道路は৚ཬの方向とはҟなり、ඦʑ遺跡で関࿈の遺構が確ೝされている。この遺跡では

西国֗道の側溝と、道路Ԋいに道と平行するܗで平安時代から中世にかけての建物群や井戸など

がݟつかっている
ㅭ㉅７ㅮ

。

中世になると༉࠲が結成され、ീ഼宮を本所とするਆ人たちが生࢈と流通をҰखに୲うように

なる。൴らは有力者によって関料໔আなどのݖӹをಘている。山崎国府第20次調査では、備前ম

の大ᙈがਾえ付けられた状ଶで検出され、ᙈ内の土を成分分析すると、ӣމຑ༉がஷ蔵されてい
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たことが判明した。また、ݱ在の円明寺には西Ԃ寺ެ経の別૳円明寺山૳が建てられる。ݱ在の

大ࣈ円明寺に所在するޚ஡屋池がͦのఉԂ跡とされている。

ఱਖ਼10（1582）年̒月２日、明ஐޫलは京都本能寺で৫田৴長を౗すと、̒月13日にはӋࣲल٢

は小ઘ川をڬんで明ஐޫलとରቂし、明ஐޫलを౗した。Ӌࣲल٢は、ఱԦ山に空ງと石垣など

をもつ৓をஙいた。またこのࠒにઍརٳが造ったとされる஡ࣨが、̧̟山崎Ӻ前のົ҇تにݱଘ

している。

̏ɽ調査֓ཁ

平成22年̐月からݱ地調査のٞڠ行い、ணखのための४備をਐめたが、ͦの中で小ઘ川అ๷ࣼ

面ٴび調査ର৅地内にώϝϘタルの生ଉ地がଘ在することが判明した。ಉ保ଘڠ会とٞڠした結

果、̒月２日からݱ地調査を࣮ࢪすることとなった。

調査は、周辺の調査結果から想定される遺構の޿がりの確ೝやͦのਂさを調΂るため、まず大

きく２か所にトレンチを設けた。調査ର৅地の北半部にٯʮコʯࣈ状の̖トレンチを、南半部に

はʮ̡ʯࣈ状に̗トレンチを設定した。

̖トレンチは、地දから約２ｍのਂさで重機による掘削を行い、部分తに３か所のਂ掘りを行っ

た。地ද下１ｍఔ౓で砂層と礫層がޓ層になって堆積している状گが確ೝでき、地දから２ｍよ

り下ではݓ大から಄大の礫が堆積していた。このことから、小ઘ川の旧流路もしくは氾濫域であっ

たと推定された。遺構は確ೝできなかった（第３ਤ下ਤ）。また、̖トレンチ南東۱からփ白৭粘

質土がೝめられ、ͦ の上にബく堆積していたփԫ׊৭土から瓦器࿶や土師器ࡼのഁยが出土した。

このことから、この付近より東側では、փ白৭粘質土が中世の遺構面になると判断された（第３

ਤ上ਤ）。

̗トレンチ南壁を第̐ਤに、西壁を第５ਤにࣔした。トレンチのʮ̡ʯۂ۶ࣈ部に重機でਂ掘

りを行った。地දから２ｍ以下は、ݓ大から಄大の礫の堆積（第40層）がೝめられた。トレンチ断

面をਫ਼査すると、この礫層上面に柱穴や土坑などの遺構が確ೝできた。遺構内埋土に瓦器ยや土

師器ยが混ೖしていたことから、この面が中世の遺構面であることがわかった。この層は̗トレ

ンチでは、南北・東西にほ΅水平に޿がっていた。̖トレンチでの状گをふまえて、̖トレンチ

ख前までの֦ுൣ囲を設定し（̗֦ு区）、面తな調査を行うこととした。調査をਐめていくと̗

֦ு区南西۱に掘立柱建物跡がଘ在し、さらに西にԆびている可能性があったことから、さらに

調査ର৅地西ݶまで部分తに֦ுを行った。

調査の結果、掘立柱建物跡、柵列、井戸、土坑、流路などで構成された中世の集落のҰըを検

出した。֤遺構ならびにแ含層から出土した遺物は、土師器ࡼや瓦器࿶をはじめ青磁や白磁など

の陶磁器類、石鍋、銅製の水滴、石製の硯などがあり、13世紀後半から14世紀前半のものが主体

であった。

平成22年̔月29日にݱ地આ明会を։࠵し、９月29日をもって調査をऴྃした。
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̐ɽ૚ং

̖τϨϯν　調査ணख以前は大山崎中学ߍのάϥンドであったため、地ද下0.5ｍまでは੝り

土であった（第３ਤ下ਤ１層）。ͦの下は旧耕作土（第２層）となる。旧耕作土の下は、砂礫や礫の

堆積がଓいており、部分తに３か所で重機によるਂ掘りを行ったが、ಉ༷の堆積状گであった。

ͦの堆積の中で２か所ほどʮ̪ʯࣈ状に堆積する。明ԫ׊৭砂土（第５層）を掘りࠐむもの（第̐層）

第２ਤ　松田遺跡調査地配置ਤ
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と׊ࠇ৭砂礫（第７層）を掘りࠐむܗの流路跡（第̒層）である。旧小ઘ川が時代とともに流域をม

えながら堆積していったものとࢥわれる。出土遺物がなく時期についてはෆ明である。

̖トレンチ南東部では、上ड़のものとはҟなる堆積がೝめられた。砂礫や礫の堆積がݟられず、

փ白৭粘質土がݟられる（第10 ～ 12層）。ඪ高14.0ｍ付近である。この粘質土は、右京第971・

974次では、古墳時代後期の遺構面をなしているϕーεの土とಉ৭・ಉ質である。̖トレンチ南

東部では、これ（第12層）を掘りࠐむܗでփ白৭粘質土やփ৭粘質土を埋土とする溝が検出できた

（第10・11層）。この溝の上を遺物แ含層であるփԫ׊৭土が෴っていた（第９層）。遺構埋土であ

るփ白৭粘質土とփԫ׊৭土からは瓦器࿶や土師器ࡼのഁยが出土した。このことから、ここで

検出した溝は中世の溝と考えたが、調査地東୺をかすめるܗで検出したため、全༰を೺Ѳするこ

とはできなかった。

̗τϨϯν（第̐・５ਤ）　中世の遺構は、փΦリーϒ৭砂礫を掘りࠐむܗで柱穴、溝や土坑な

どを検出した。遺構面は、ඪ高13.3ｍである。東西方向の断面࡯؍では、遺構面௚上に堆積した

փԫ৭砂土（第９層）には瓦器࿶や土師器ࡼのഁยが混ೖしていた。土坑̨̠04や溝̨̙86がこの

断面にかかる。また、西୺は旧小ઘ川の؛ࠨにあたるためか、0.8ｍほどの੝り土（第９～ 11・

第３ਤ　̖トレンチ土層断面ਤ
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第̐ਤ　̗トレンチ土層断面ਤ（１）
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13・15層）がೝめられ、土ख状になっていたとࢥわれた。੝土内からの遺物の出土はないが、層

Ґから中世以降のものと考える。南北方向の断面では、わずかな高まりとҰ辺0.9ｍを測る柱穴

掘（298̨̥）ܗを確ೝした。またトレンチ内では、平面ܗが方ܗの掘ܗ内にࠜ石と判断される石

をもつ柱穴（̨̥257・260）を検出した。この近辺には、これらの柱穴で構成される掘立柱建物跡

がଘ在すると想定でき、さらに西方にԆびることから、調査ର৅地西ݶまで部分తに֦ுを行っ

た。遺構面௚上から部分తに遺物が集中するか所がೝめられた（̨̭02・̨̙86ݞ部付近）。̗ト

レンチ北୺のڱ小なൣ囲では遺構面２面を検出した。出土遺物から、上面が14世紀前半、下面が

13世紀後半であった。土坑̨̠64・65は上面から掘りࠐむ遺構である。

̑ɽݕग़遺ߏ（第̒ਤ）

検出した主要遺構は、掘立柱建物跡̐౩、柵列２৚、井戸２基、土坑５基、溝２৚、ͦのଞ柱

穴群である。これらの遺構は֓ͶಉҰ面から検出されたが、部分తに20Dmほど上から掘りࠐむ

遺構もଘ在した。

第５ਤ　̗トレンチ土層断面ਤ（２）
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第̒ਤ　遺構配置ਤ

۷ཱபݐ෺跡̨̗�1（第７ਤ）　̗֦ு区南西۱から検出した掘立柱建物跡である。建物周囲

の柱穴掘ܗは、平面ܗが円ܗあるいは۱ؙ方ܗで、Ұ辺あるいは௚ܘが0.4 ～ 0.7ｍ、ਂさは約0.2

ｍとઙい。中ԝدりの柱穴掘ܗは平面ܗが۱ؙ方ܗで、Ұ辺0.5 ～ 0.9ｍ、ਂさ約0.5ｍとਂく、ࠜ

石を敷くものもあった。柱当たりは0.2ܘｍである。建物本体としては東西１間（2.3ｍ）以上ʷ南

北２間（5.1ｍ）で、北・東・南に൳が付くと考えた。主࣠方向は、̣14°̬ である。柱穴内から瓦
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第７ਤ　掘立柱建物跡̨̗01、柵列̨̖76、溝̨̙86࣮測ਤ
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器や土師器ยのଞ、須恵器 （ു32）や瓦質のӋ（33）זや石鍋（34）が出土した。

この建物の東・北側を区ըするܗで溝̨̙86がٯʮ̡ʯࣈに設けられ、さらに東側には建物に

平行して柵列̨̖76が配される。建物東側は溝̨̙86と઀しているが、北・南側にはҰ定の空閑

地がଘ在し、ݓ大の礫が敷かれた状گである。この礫は、小ઘ川の氾濫によるものではなく、̨

̙86で区ըされた内側に集中し、Ұ定の大きさの石で面をなしていること、ͦのൣ囲は周囲より

एׯ高くなっていることから、ҙਤతに敷かれたものと判断される。

建物跡北東側からは、土師器ࡼを主体とする遺物が南北1.5ｍ、東西1.0ｍのൣ囲に集中した状

。もあった（第̔ਤ）ࡼで、２か所で検出した。ਖ਼Ґ置で重なって出土するگ

状に掘削ࣈʮ̡ʯٯ、掘立柱建物跡̨̗01の北側から東側にかけて　（第７・̔ਤ）��̨̙ߔ

された溝である。ن໛は、෯0.6 ～ 1.8ｍ、ਂさ0.1 ～ 0.3ｍ、̣12°̬ である。断面̪ࣈ状をఄす

ることから溝としたが、溝ఈにԜತがݟられることやఈ面がҰ方向のࣼ܏をなさないことから、

ഉ水ࢪ設でなく、建物を区ըするࢪ設であったとࢥわれる。この落ちࠐみ内やͦのݞ部付近から

まとまって遺物が出土した（第̔ਤ）。出土遺物は、土師器ࡼをはじめ瓦器࿶や須恵器や白磁など

第̔ਤ　掘立柱建物跡̨̗01周辺遺物出土状گਤ
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（43 ～ 84）がある。̨̙86ݞ部付近から出土した遺物は、̨̗01と̨̙86の間に敷き٧められた

と考えるݓ大の礫のܺ間に、ਖ਼Ґ置やཪ向けに重なるように出土する特௃がݟられた。この地఺

は、̨̗01の北東部あるいは北辺部付近となり、̨̗01のࠡの方֯、َ໳にあたることから、掘

立柱建物跡̨̗01で࣮ࢪされた祭祀に関わる可能性もある。

掘立柱建物跡̨̗01の東辺から東に3.0ｍの所で検出した、南北方向の　（第７ਤ）��̨̖ྻࡤ

柵列である。建物と平行関܎にある。Ұ部後世の֧ཚで削平されていたが、３間（7.0ｍ）分を検

出した。主࣠方向は、̣15°̬ である。柱穴の掘ܗは円ܗで、ܘ約0.5ｍ、ਂさ約0.2ｍである。柱

ࠟは0.2ܘｍである。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第９ਤ）　調査地中ԝ東側で検出した南北౩の掘立柱建物跡である。̨

第９ਤ　掘立柱建物跡̨̗02࣮測ਤ
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̗02の北西֯が̨̗03の南東֯に重ෳする。東西２間（4.8ｍ）̫ 南北３間（7.0ｍ）の૯柱建物で、

柱穴掘ܗは円ܗで、0.4ܘ ～ 0.6ｍ、ਂさ0.2 ～ 0.5ｍを測る。柱ࠟは、0.2ܘ ～ 0.3ｍである。主࣠

方向は、̣15°̬ である。柱穴内から瓦器や土師器ยが出土したが、ਤࣔできるものはなかった。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第10ਤ）　調査地中ԝで検出した東西౩の建物である。東西５間（10.3ｍ）

ʷ南北２間（6.0ｍ）である。柱穴̨̥234・112が検出できたことから、建物跡西側の東西２間（4.0

ｍ）̫ 南北２間（5.5ｍ）は、চషりと考えられる。建物東側の東西３間（6.3ｍ）̫ 南北２間（6.0ｍ）は、

中ԝ部で柱穴が検出できなかったことから、土間であったと考える。この土間の中ԝから配石遺

構̨̠45を検出した。柱穴掘ܗは円ܗで、0.4ܘ ～ 0.6ｍ、ਂ さ0.2 ～ 0.6ｍを測る。柱ࠟ跡は、0.2ܘ

～ 0.3ｍである。主࣠方向は、̣77°̚ である。柱穴内から瓦器や土師器ยが出土し、ਤࣔできた

ものは土師器（９）ࡼのみである。

この建物は、掘立柱建物跡̨̗02・04と重ෳするが、柱穴の੾り合い関܎がなく、出土遺物に

第10ਤ　掘立柱建物跡̨̗03࣮測ਤ
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時期ࠩがೝめられないことから、ͦの構ஙॱはෆ明である。

഑ੴ遺4̨̠ߏ�（第10・11ਤ）　掘立柱建物跡̨̗03の土間の中ԝ

で検出した遺構である。Ұ辺0.85ｍの遺構で、建物跡に平行して設け

られていた。南半分はፏ平な石を敷き٧め、南辺・東辺の石は立てて

いた。石の上面はՐをडけて੺৭にม৭しており、石のܺ間には୸が

堆積していた。このような状گから、炉であったと考える。配石上面

から、土師器ࡼ・高୆付ࡼ、瓦器࿶（35 ～ 42）が出土した。敷き٧め

られた石礫は、チϟート・砂ؠなどの堆積ؠで、チϟートが主体をな

す。礫はѥ円礫にݶられ、ܗ状は箱ܗのものが多く、બ୒してൖೖさ

れたとࢥわれる。

構ங時には、Ұ辺1.0ｍ、ਂさ0.2ｍの方ܗの穴を設け、୸混じり҉

஡׊৭土・஡׊৭砂質土を敷き、上面に石を配する。周辺の柱穴内のࠜ石に、Րをडけたものが

ଘ在したことから、̨̗03ղ体時に石がҰ部ൈかれ、新たな建物を建設するࡍに柱穴のࠜ石など

に࠶ར用されたとࢥわれる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�4（第12ਤ）　掘立柱建物跡̨̗03の北側で検出した。̨̗03の北辺が̨̗

第12ਤ　掘立柱建物跡̨̗04࣮測ਤ

第11ਤ　配石遺構
̨̠45࣮測ਤ
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04の南辺と重ෳする。東西̐間（8.5ｍ）̫ 南北

３間（6.4ｍ）である。柱穴掘ܗは円ܗで、0.4ܘ

～ 0.7ｍ、ਂさ0.2 ～ 0.5ｍを測る。柱ࠟ跡は、

0.2ܘ ～ 0.3ｍである。主࣠の方向は、̣82°̚

である。柱穴内からは瓦器や土師器ยが出土し

たが、ਤࣔできたのは瓦器࿶（28 ～ 30）だけで

ある。高୆が௿く、内面ఈ部にわずかな҉文が

ೝめられるなど、14世紀前半のものと考えられ、

掘立柱建物跡̐౩の中では࠷も新しいと考え

る。

調査地南側で検出し　（第13ਤ）��̨̖ྻࡤ

た東西方向の柵列である。確ೝしたのは７間分

で16.3ｍを測る。柱間は、2.1 ～ 2.4ｍである。

さらに東方にԆびる可能性もある。柱穴掘ܗは

円ܗで、0.3ܘ ～ 0.5ｍ、ਂ さ0.2 ～ 0.3ｍであった。

主࣠方向は̣84°̚ である。柵列̨̖76とʮ̡ʯ

する柵列の可能性もあるが、柵列̨̖ۂに۶ࣈ

35の西୺の̨̥75と柵列̨̖76の南୺の̨̥76

の間が2.7ｍとଞの柱間ִより޿いことから別

の柵列と考えた。

ப݀܈（第14ਤ）　ࠓճの調査で検出した掘立

柱建物跡周辺からは数多くの柱穴を検出した。

これらの柱穴群は、掘立柱建物跡や柵列など明

確な遺構としては෮原できなかったが、中には

柱ൈき取り穴に瓦器࿶や土師器ࡼがほ΅ܗ׬඼

の状ଶで埋ೲされたものや、ፏ平な石をࠜ石と

する柱穴、柱穴の埋土上面にࠜ石を設けたもの

などがある。遺物が埋ೲされた柱穴については、

建物の建て替えやҠஙに関࿈して祭祀がӦまれ

た結果と考える。

柱穴̨̥91や̨̥134からは、柱ൈき取り後

にほ΅ܗ׬඼の瓦器࿶や土師器ࡼが埋ೲされて

いた。̨̥91は、瓦器࿶̐఺（20 ～ 23）を立て

て向かい合わせにし、ͦの中に土師器ࡼを数఺

立てた状گであった。̨̥134は柱穴検出面か

第13ਤ　柵列̨̖35࣮測ਤ
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ら瓦器࿶や土師器ࡼが出土した。これらは掘ܗからでなく、柱ࠟ跡の埋土中からの出土であった。

柱穴159は柱ࠟ跡を確ೝできなかったが、柱穴検出面から土器ย（３～５・12・13）がೝめられた。

柱穴̨̥197は、ࠓճ検出したࠜ石をもつ柱穴の中で།Ұڽփؠをࠜ石とするものであった。

ࠜ石中ԝ部がԜ状にۼむ。また、半ٿ面上にۼんだ、ϚンΨン質にม化した土のմが柱穴ఈ面に

ଘ在するものもあった。これは、柱穴掘ܗ内に柱を立て、柱ఈ面に઀する土が長年の月日でもっ

てϚンΨン質にߗ化し、ͦれが࢒った結果と考える。また柱穴̨̥239から検出したࠜ石は౐石

を࠶ར用したもので、柱穴ఈ面での検出ではなく、ఈ面から25Dm上の柱穴検出面にਾわっていた。

このような柱穴がଞにもଘ在したことから、建て替え時に新たに柱掘ܗを掘るのではなく、建て

替え前の旧い柱穴を࠶ར用したものと推࡯する。ͦのࡍに、ࠜ石の高さを上下に置いて調੔した

ために、柱穴の中でࠜ石がఈ面にあったり、25Dmほどුいたのではないかと考える。

Ҫ1̨̚ށ�（第15ਤ）　調査地南東部から検出した石૊みの井戸である。ݓ大から಄大の自然

石を積み上͛ていた。平面ܗは、上面では円ܗで、下ஈに近づくほど方ܗとなる。掘ܗは円ܗで、

上面では1.7ܘｍ、石૊み࠷下ஈ付近では1.5ܘｍを測る。井戸のن໛は、上面では0.8ܘｍ、下ஈ

ではҰ辺0.75ｍ、ਂさ1.4ｍを測る。石૊み下の井戸࠷下ஈには、Ұ辺0.9ｍ、ਂさ0.3ｍの方ܗの

坑が設けられ、ͦの掘ܗにԊうܗで෯0.2ｍの൘ࡐを検出した。൘ࡐは石૊みにԊって方ܗに૊

第14ਤ　柱穴内遺物・ࠜ石検出状گਤ
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まれていたようであるが、検出時は土ѹで่れていた。方ܗに૊まれていた൘ࡐの内側には明྘

փ৭粘土や྘փ৭粘砂が堆積しており、この付近まで水がཷまっていたとࢥわれる。埋土中から

瓦器や土師器のഁยなど（85・89・92・93・96）が出土した。瓦器࿶（89）の年代؍から、14世紀前

半の井戸と考える。

Ҫ̨̚ށ��（第15ਤ）　調査地南東部、井戸̨̚10の北側にฒんで検出したૉ掘りの井戸であ

る。平面は円ܗである。井戸掘ܗの上部西側が大きく่յしていた。井戸下部でのن໛は1.0ܘｍ、

検出面からのਂさは1.6ｍである。埋土中から྘ᬵ陶器・瓦器・土師器など（86 ～ 88・90・91・

94・95）が出土した。13世紀後半の井戸と考える。

౔�4̨̠޵（第16ਤ）　調査地南側、柵列̨̖35の南側で検出した土坑である。検出時には１

基の土坑として調査をਐめたが、掘り下͛るにしたがって、２基の土坑がྡ઀していることがわ

かった。出土遺物も当ॳは̨̠04として取り上͛たが、状گが明らかになるにしたがって̨̠04

第15ਤ　井戸̨̚10・38࣮測ਤ
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ʵ̚・̬として取り上͛た。ͦのن໛は、̨̠04ʵ̚が୹辺1.0ｍ、長辺1.3ｍ以上、ਂさ0.3ｍを

測る、長ପ円ܗの土坑である。̨̠04ʵ̬は୹辺0.7ｍ、長辺0.75ｍ以上、ਂさ0.15ｍを測る、ପ

円ܗの土坑である。྆土坑はಉҰ面で検出でき、出土遺物に時期ࠩがないことから、ಉҰ時期の

遺構と考える。また྆土坑からは多ྔの土器（97 ～ 138）が出土した。ͦ の大半は土師器ࡼである。

ͦの出土状گは、ほ΅ܗ׬඼のࡼがਖ਼Ґ置に重なるܗもしくは、ਖ਼Ґ置の土師器ࡼの上にཪ向け

のࡼが重なるなどの状گであった。ͦの༷૬からഇغした状گでなく人ҝతに土坑にೖれられ状

である。何らかの祭祀に൐って埋ೲもしくは、ย付けられた可能性が高い。瓦器࿶（133گ ～

136）の出土により、14世紀前半の土坑と判断される。

౔̨̠޵��（第16ਤ）　調査地中ԝ部で検出した円ܗの土坑である。0.7ܘｍ、ਂ さ0.05ｍを測る。

この土坑からは、多ྔの土師器ࡼとわずかな瓦器࿶がഁยの状ଶで出土した。調査後、出土遺物

を઀合するとほ΅ܗ׬඼になるものが多いことから（148 ～ 166）、この土坑はഇغ土坑であった

と判断される。瓦器࿶（166）の出土により、14世紀前半の土坑と考える。

౔�4̨̠޵（第16ਤ）　調査地中ԝで検出した土坑である。̗トレンチ北୺については土坑̨

̠64・65付近までのڱ小なൣ囲で遺構面２面を確ೝすることができた。土坑̨̠64・65は、この

上面で検出した遺構である。

土坑のن໛は、長辺1.0ｍ以上、୹辺0.8ｍの長ପ円ܗで、ਂさ0.1ｍである。埋土中から土師器

や瓦器のഁยが出土した（167 ～ 179）。これらഁยは੔理時にかなり઀合できたことなどから、

ഇغされたものと推測される。瓦器࿶のܗ状などから、13世紀後半と考える。

第16ਤ　土坑̨̠04・63～65࣮測ਤ
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౔̨̠޵��（第16ਤ）　̨̠64にྡ઀して、北側で検出したପ円ܗの土坑である。ن໛は、長

辺1.5ｍ以上、୹辺1.5ｍ、ਂさ0.1ｍを測る。埋土中から、土師器・瓦器・青磁などのഁยが出土

した（180 ～ 189）。これらの遺物は、̨̠64とಉじくഇغされたものとࢥわれる。時期もほ΅ಉ

時期である。

౔1̨̠޵��（第̒ਤ）　調査地中ԝ付近から検出したෆ定ܗな土坑である。長辺1.3ｍ、୹辺1.1

ｍ、ਂさ0.2ｍを測る。溝̨̙70に੾られていた。瓦器࿶（145 ～ 147）が出土した。ͦのܗ状から

13世紀後半と考える。

౔1̨̠޵��（第̒ਤ）　調査地中ԝ部、掘立柱建物跡̨̗04西辺付近で検出した、ෆ定ܗな土

坑である。長辺2.1ｍ、୹辺1.5ｍ、ਂさ0.2ｍを測る。瓦器࿶をはじめとして、白磁やఱ目஡࿸な

どが出土した（139 ～ 144）。瓦器࿶は、13世紀後半である。

౔̨̠޵���（第̒ਤ）　調査地南西部、掘立柱建物跡̨̗01東側から検出した、ෆ定ܗな土坑

である。長辺1.1ｍ、୹辺0.9ｍ、ਂさ0.5ｍである。須恵器ࡼ、土師器ࡼ、瓦器࿶、Ӌזなどが出

土した（190 ～ 202）。瓦器࿶から13世紀຤から14世紀前半と考える。

౔̨̠޵���（第̒ਤ）　調査地南西部、̨̠289の南東ྡで検出した、ପ円ܗの土坑である。

長辺0.75ｍ、୹辺0.5ｍ、ਂさ0.5ｍを測る。調査中は土坑と判断したが、ಉن໛の柱穴が周辺に

ଘ在することから柱穴の可能性もある。遺物࣮測ਤは柱穴群出土とした。瓦器࿶（18）が出土した。

ෆ໌遺̨̭ߏ���（第̒ਤ）　調査地西辺中ԝ部で検出した。小ઘ川に向けて落ちࠐむܗで検出

したため、旧小ઘ川の河川ݞ部になる可能性がある。埋土中から、土師器ࡼや瓦器࿶が出土した

（203 ～ 207）。

調査地北側、掘立柱建物跡̨̗03・04の西側で検出した南北方向の溝で　（第17ਤ）��̨̙ߔ

ある。わずかにऄ行するが、྆掘立柱建物跡に重なることなく、むしΖ建物の西辺に平行するよ

うに検出した。検出長26.0ｍ、෯1.8 ～ 2.3ｍ、ਂさ0.1 ～ 0.15ｍを測る。３区ըに分けて遺物を取

り上͛た。区ըڥで̗ʵ ʞ̗、̘ʵ̘ʟの断面ਤを作成した。１・２区からはগྔの遺物がഁยの

状ଶで出土した。ͦれにରし３区からは多ྔの遺物が出土した。遺物は、土師器ࡼや瓦器࿶をは

じめ白磁や石鍋のほか、白磁の合子蓋がある（208 ～ 252）。特に西方に溝が分ذする付近に遺物

が集中した。西方に分ذする溝の南ݞ部付近から出土した遺物は、ਖ਼Ґ置あるいはཪ向けに重なっ

て出土した。この遺物群については、当ॳ溝の埋土中から出土したと考えたが、溝׬掘後に溝の

ఈ面で柱穴を検出したことから、この遺物群は柱穴に൐ったものである可能性もある。瓦器࿶は、

13世紀前半と14世紀前半のものが出土することから、掘立柱建物跡群がଘ在した期間、この溝は

機能していたとࢥわれる。

̒ɽग़౔遺෺（第18～24ਤ）

出土遺物には土師器や瓦器が多く、土器・ۚଐ器（貨幣）などがコンςφόοドにして18箱出土

した。以下、出土遺構ごとに記ड़する。

ப݀܈（第18ਤ１～ 34）　柱穴から出土した遺物は第18ਤにਤࣔし、ਤ番の下に出土した遺構
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番号をซ記した。ࠓճ検出した掘立柱建物跡に൐う遺物としては、̨ ̗01に൐うものが32 ～ 34で、

̨̗03に൐うものが９で、̨̗04に൐うものが28 ～ 30である。20 ～ 23は̨̥91から出土したも

ので、柱ൈき取り後にҙਤతに埋ೲされたと判断される遺物である。

１・２は、須恵器࿶である。ऄの目高୆である。この時期の遺物の出土はۃめてগないことか

ら、混ೖしたとࢥわれる。３・̐は、土師器ࡼである。ఈ部中ԝが上方に੝り上がる、いわΏる

΁ͦࡼである。白৭系の土師器ࡼである。14世紀前半である。５～̔は、平ୱなఈ部と୹く֎൓

するޱԑ部からなる。内֎面にϢϏΦαΤのࠟ跡がわずかに࢒る。９～ 13は、ؙみをଳびたఈ

部と֎上方に୹く立ち上がるޱԑ部からなる。ఈ部にࢦԡさえࠟ跡が࢒るものもある。14・15は、

平ୱなఈ部から上方に立ち上がるࡼである。8.0ܘޱ ～ 11.0Dmの５～ 13とൺ΂て、14 ・15は12.5

～ 14.5Dmとひとまわり大きい。部分తにࢦԡさえࠟ跡が࢒る。いずれも̙タΠϓの土師器ࡼで

ある
ㅭ㉅̔ㅮ

。16は、ޱԑ୺部が内上方にઑる。器壁のްいࡼである。17 ～ 27は、ೇ༿ܕの瓦器࿶である。

平ୱなఈ部から内࿷しながら立ち上がり、ޱԑ部は上方に立ち上がる。体部からޱԑ部内面には、

ϔϥϛΨΩをࢪす。֎面下半にはࢦԡさえࠟ跡が࢒る。௿い高୆をషり付ける。17 ～ 21、23 ～

26は、ޱԑ୺部をઑりؾຯにؙくおさめる。体部半ば上Ґで、器壁をްくして、わずかに۶ۂす

る。22・27はޱԑ部内面、୺部付近にϔϥ状޻۩による௜ઢが८る。28 ～ 31は、11.5ܘޱ ～

13.5Dmとややܘޱの小さなもので、ఈ部から体部にかけてؙみをもつ。ఈ部内面下半にૈいϔϥ

ϛΨΩをࢪす。֎面にࢦԡさえࠟ跡が部分తにみられる。؆ུされた高୆が付く。32は、東೻系

の須恵器ുである。ޱԑ୺部を上方にઑらせる。33は、瓦質土器のӋזである。34は、石鍋であ

る。

഑ੴ遺4̨̠ߏ�（第18ਤ35 ～ 42）　配石遺構̨̠45は、掘立柱建物跡̨̗03の付ଐࢪ設と考え

られたことから、これらの遺物は̨̗03の構ங時期をࣔすものである。

35は、瓦器ࡼである。ࠐݟみにδάβά状のϔϥϛΨΩをࢪす。36 ～ 39は、8.0ܘޱ ～

10.0Dmの̙タΠϓのࡼである。ఈ部֎面にࢦԡさえࠟ跡が࢒る。40・41は、高୆付ࡼである。高

୆は֎下方を向き、ؙくおさめる。42は、ೇ༿ܕの瓦器࿶である。内֎面はຎ໓が著しいが、ޱ

ԑ部内面୺部付近に１৚の௜જが८り、体部内面にはϔϥϛΨΩがೝめられた。֎面にはࢦԡさ

えࠟ跡が部分తに࢒る。断面ٯ三֯ܗの高୆が付く。13世紀前半とࢥわれる。

ͼपล෦（第19ਤ43ٴ��̨̙ߔ ～ 84）　掘立柱建物跡̨̗01周辺部、溝̨̙86内、ݞ部付近か

ら出土した遺物群である。̨̗01に൐うࢪ設、あるいはͦこで行われた祭祀もしくはّ式に܎わ

る遺物と考えられることから、̨̗01の時期をࣔす遺物群と考える。出土地఺の明確なものは第

̔ਤにࣔした。ͦのଞは溝̨̙86内出土である。

43は、ޱԑ୺部がۄԑ状の̘タΠϓのࡼである。いわΏるコーεターܕのࡼである。44 ～ 76は、

土師器ࡼである。44は、体部からޱԑ部にかけてؙみをଳびて立ち上がる。45 ～ 67は、平ୱな

ఈ部と୹く֎上方に立ち上がるޱԑ部からなる。9.0ܘޱDm前後の̙タΠϓのࡼである。体部֎

面にࢦԡさえࠟ跡がೝめられた。68 ～ 76は、11.0ܘޱ ～ 16.0Dmの大ܕのࡼである。ޱԑ部をڧ

くҰஈφσをࢪし、୺部は֎൓する。ఈ部֎面にࢦԡさえࠟ跡が࢒る。̙タΠϓのࡼである。77



長岡京跡右京第 997 次・松田遺跡発掘調査報告

-63-

第19ਤ　出土遺物࣮測ਤ（２）

は、高୆付ࡼである。୺部は、下方にઑる。୺部内֎面に、ࢦԡさえࠟ跡がೝめられた。78 ～

82は、ೇ༿ܕの瓦器࿶である。平ୱなఈ部から体部はؙみをଳびて立ち上がる。ޱԑ部内面୺部

付近に௜ઢが८る。体部内面にϔϥϛΨΩをࢪし、֎面下半にࢦԡさえࠟがೝめられる。高さの

௿い、ٯ三֯ܗの高୆をషり付ける。78のࠐݟみには、ϔϥϛΨΩをࢪす。83は、白磁ࡼである。

84は、須恵器ുである。

Ҫ1̨̚ށ�ɾ��（第20ਤ85 ～ 96）　井戸̨̚10出土のものは、85・89・92・93・96で、井戸̨

̚38出土は、86 ～ 88・90・91・94・95である。

85は、須恵器ഋఈ部である。ఈ部ԑ部にྠ状高୆をషり付ける。９世紀前半のもので、瓦器࿶

とともに出土したことから、混ೖ遺物である。86は、྘ᬵ陶器࿶のఈ部である。削り出し高୆で

ある。内֎面に྘ᬵをࢪす。10世紀代のもので、混ೖ遺物である。87・88・90・91は、ೇ༿ܕの
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瓦器࿶である。87は、ޱԑ部内面୺部付近に௜ઢが८る。88・90・91は、ޱԑ୺部を上方にઑら

せる。ٯ三֯ܗの高୆をషり付ける。体部内面には、ϔϥϛΨΩがࢪされる。֎面下半にはࢦԡ

さえࠟ跡が࢒る。̨̚38の時期をܾめるもので、13世紀前半とࢥわれる。89は、֎上方に立ち上

がる瓦器࿶で、10.5ܘޱDmと小ܕである。内面にૈくϔϥϛΨΩをࢪす。13世紀຤から14世紀ॳ

಄と考える。̨̚10の時期をܾめるものである。92は、瓦質のᆵである。93は、青磁࿶のఈ部で

ある。94・95は、土師器ࡼである。ޱԑ部をڧくҰஈφσする。̙タΠϓのࡼである。96は、東

೻系の須恵器ുである。

౔�4̨̠޵（第20ਤ97 ～ 138）　土坑̨̠04-̚出土のものは、97・99・100・103 ～ 115・117

～ 120・122 ～ 124・126・130 ～ 133・135 ～ 137である。土坑̨̠04-̬出土のものは、98・

101・102・116・121・125・127 ～ 129・134・138である。97 ～ 126は、8.0ܘޱDm前後の小ܕの

̙。す࢒ԡさえࠟをࢦԑ部からなる。ఈ部֎面にޱである。平ୱなఈ部と֎上方に立ち上がるࡼ

タΠϓのࡼである。127 ～ 132は、12.0ܘޱDm前後のࡼである。平ୱなఈ部と֎൓するޱԑ部か

らなる。ఈ部֎面にࢦԡさえをࢪす。129・131・132は、ޱԑ部をҰஈφσする。ఈ部֎面をࢦ

ԡさえする。133 ～ 136は、体部が֎上方に立ち上がり、ޱԑ部付近で؇やかに۶ۂし、୺部は

上にઑる。֎面にࢦԡさえࠟ跡が࢒る。内面にはϔϥϛΨΩはೝめられない。14世紀前半と考え

る。137は、瓦器鍋である。ޱԑ部は̨ࣈ状に۶ۂする。ޱԑ部֎面にࢦԡさえࠟをೝめる。138

は、東೻系の須恵器ുである。

౔1̨̠޵��（第20ਤ139 ～ 144）　139 ～ 141は、体部は上方に立ち上がり、ޱԑ部付近でわず

かに۶ۂし、୺部は上方を向く。体部内面をϔϥϛΨΩし、体部֎面下半にࢦԡさえをࢪす。ٯ

三֯ܗの高୆をషり付ける。13世紀後半である。142は、瓦質の鍋である。体部֎面にࢦԡさえ

ࠟが多くみられる。143は、白磁ࡼである。ఈ部֎面にࢳ੾りࠟが࢒る。144は、ఱ目஡࿸のఈ部

である。

౔1̨̠޵��（第20ਤ145 ～ 147）　145 ～ 147は、13.0ܘޱDm前後のೇ༿ܕ瓦器࿶である。内面

にはϔϥϛΨΩ、֎面下半にࢦԡさえࠟが࢒る。13世紀後半である。

౔̨̠޵��（第21ਤ148 ～ 166）　148 ～ 163は、8.0ܘޱDm前後の土師器ࡼである。平ୱなఈ部

と୹く立ち上がるޱԑ部からなる。֎面ఈ部にࢦԡさえをࢪす。̙タΠϓのࡼである。164・165

は、12.0ܘޱDm前後のࡼである。ޱԑ部をҰஈφσする。֎面ఈ部にࢦԡさえをࢪす。166は、

体部はؙみをଳびながら立ち上がり、ޱԑ部は上方にઑる。内面にはϔϥϛΨΩを、֎面にはࢦ

ԡさえをࢪす。13世紀後半と考える。

౔�4̨̠޵（第21ਤ167 ～ 179）　167 ～ 174は、8.0ܘޱDm前後の土師器ࡼである。167 ～ 172・

174は、平ୱなఈ部と֎上方に୹く立ち上がるޱԑ部からなる。֎面ఈ部にࢦԡさえࠟ跡が࢒る。

̙タΠϓのࡼである。173は、ޱԑ部が̨ࣈ状に大きく֎൓する、てのޱࣈԑのࡼである。175

～ 178は、ೇ༿ܕの瓦器࿶である。ޱԑ部付近で؇やかに۶ۂし、୺部は上方にઑる。内面はϔ

ϥϛΨΩを、֎面にはࢦԡさえをࢪす。かなり௿い高୆をషり付ける。179は、瓦質のӋזである。

౔̨̠޵��（第21ਤ180 ～ 189）　180 ～ 186は、8.0ܘޱDm前後の土師器ࡼである。̙タΠϓの
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第20ਤ　出土遺物࣮測ਤ（３）
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第21ਤ　出土遺物࣮測ਤ（̐）
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ԑ部内ޱ、である。188はࡼ11.5Dmの土師器ܘޱ、す。187はࢪԡさえをࢦである。֎面ఈ部にࡼ

面に௜ઢをࢪす、ೇ༿ܕの瓦器࿶である。かなりຎ໓していたが、内面はϔϥϛΨΩを、֎面は

われる。189は、青磁࿶のఈ部ࢥの高୆をషり付ける。13世紀後半とܗ三֯ٯ。すࢪԡさえをࢦ

である。֎面に࿈ห文をೝめる。

౔̨̠޵���（第21ਤ190 ～ 202）　190は、須恵器ࡼである。削りだし高୆が付く。平ୱなఈ部

から؇やかに立ち上がり、ޱԑ୺部を̨ࣈ状に۶ۂさせる。10世紀代のࡼとࢥわれる。191・192

は、8.0ܘޱDm前後のࡼである。֎面ఈ部にࢦԡさえࠟ跡をೝめる。193 ～ 199は、ೇ༿ܕの瓦器

࿶である。193 ～ 195・199のޱԑ部内面には௜ઢをࢪす。内面にはϔϥϛΨΩを、֎面にはࢦԡ

さえをࢪす。13世紀後半のものとࢥわれる。200 ～ 202は、瓦質のӋזである。200・201の٭部

が３か所に付く。ಉҰݸ体とࢥわれる。

ෆ໌遺̨̭ߏ���（第22ਤ203 ～ 207）　旧小ઘ川に向かってのࣼ܏地の埋土中から出土したも

のとࢥわれる。203・204・206は、12.0ܘޱ ～ 13.0Dmの土師器ࡼである。ޱԑ部をڧくҰஈφσ

する。ఈ部֎面にࢦԡさえをࢪす。203内面には長さ4.0Dmほどの๽ࠟが２৚ೝめられた。205・

207は、ޱԑ部付近でわずかに۶ۂする、ೇ༿ܕの瓦器࿶である。内面にはϔϥϛΨΩを、֎面

にはࢦԡさえをࢪす。ఈ部には、ٯ三֯ܗの高୆が付く。13世紀後半とࢥわれる。

第23ਤ208）��̨̙ߔ ～ 252）　208は、須恵器࿶である。高୆は削り出し、ऄの目高୆にする。

209 ～ 225は、8.0ܘޱDm前後の土師器ࡼである。平ୱなఈ部と୹く֎上方に立ち上がるޱԑ部か

らなる209 ～ 218と、ややؙみをଳびるఈ部と୹く֎上方に立ち上がるޱԑ部からなる219 ～ 225

がある。226 ～ 237は、12.0ܘޱDm前後の土師器ࡼである。ޱԑ部をҰஈφσする。いずれも֎

面ఈ部をࢦԡさえする、̙タΠϓのࡼである。238 ～ 240・243は、ޱԑ部付近でわずかに۶ۂす

るೇ༿ܕの瓦器࿶である。243は、内面がຎ໓しており、調੔ෆ明である。238 ～ 240の内面には

ϔϥϛΨΩࠟ跡が、֎面にはࢦԡさえࠟ跡がೝめられる。238・239ޱԑ部内面には、１৚の௜ઢ

が८る。ٯ三֯ܗの高୆が付く。13世紀後半である。241・242は、ޱԑ部付近で大きく۶ۂする、

ೇ༿ܕの瓦器࿶である。内面をૈくϔϥϛΨΩし、֎面はࢦԡさえする。13世紀຤ࠒとࢥわれる。

244は、青磁࿶である。245・246は、白磁࿶である。247は、白磁のുである。248は、白磁の合

子蓋である。平ୱなఱ井部と下方にઑるޱԑ部からなる。ఱ井部֎面には、Դ丹文をࢪす。ഋ部

は出土しなかった。これとಉ༷のものが、ܗ׬඼でӉ࣏市の白川ۚ৭Ӄ跡の経塚から出土してい

第22ਤ　出土遺物࣮測ਤ（５）



京都府遺跡調査報告集　第 144 冊

-6ÿ-

第23ਤ　出土遺物࣮測ਤ（̒）
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第24ਤ　出土遺物࣮測ਤ（７）

る
ㅭ㉅９ㅮ

。249は、石鍋である。250は、須恵器ുである。251・252は、土師器൫である。251は、ഁย

のためܘޱはෆ明である。252は、47.0ܘޱDmを測る。

แؚ૚（第24ਤ253 ～ 280）　253 ～ 257は、土師器ࡼである。258・259は、瓦器࿶である。260は、

青磁࿶である。261は、փᬵ陶器の࿶である。262は、白磁のുである。263は、྘ᬵ陶器の࿶で

ある。内面と高୆֎面にࢪᬵする。264は、平ఈの白磁ࡼである。265は、白磁࿶である。266は、
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കᆵのޱԑ部である。267は、瓦質のӋזである。֎面にはࢦԡさえをࢪす。268は、青銅製の水

滴である。1.2ܘޱDm、体部3.9ܘDm、ఈ部3.6ܘDm、高さ2.3Dmを測る。269は、須恵器ുである。

である。272ࡼԑである。270は、土馬である。271は、高୆付ޱԑ状のۄ ～ 274は、஁໶滓である。

関࿈する遺構は検出していない。275は、石製の硯である。276 ～ 278は、石鍋である。276は、

།Ұఈ部からޱԑ部まで࢒る。13.6ܘޱDm、高さ8.8Dmを測る。279・280は、土師器൫である。

ͦのଞ、銅મʰ։ݩ通ሟʱが１఺と、判ಡできないもの１఺が出土している。

̓ɽ·ͱΊ

ճ検出した掘立柱建物跡群をはじめ柵列・溝跡・井戸跡などの遺構群は、出土遺物から13世ࠓ

紀から14世紀前半にかけてのものであることが判明した。これらの遺構群は、南北14ｍ、東西15

ｍの約210㎡の空閑地を囲むように配置され、建て替えもこの空閑地を確保するように行われて

いる。

また出土遺物には、白磁の合子蓋をはじめとして、中国製の青磁や白磁、石製の硯や青銅製の

水滴などがあり、こういった遺物の出土から、この付近での有力者の屋敷地であった可能性が高

いと考えられる。また、出土඼の中にᙈなどのஷ蔵༰器が出土しなかった఺は、ࠓճの出土遺物

の特௃のҰつとݴえる。

大山崎中学ߍ新ߍ舎建設に൐う調査（長岡京跡右京第933次調査）では、12世紀代の掘立柱建物

跡群や柵列、溝跡などがݟつかっており、時代とともに集落域が西方にҠっていったものと考え

られる。ࠓ後周辺地域での発掘調査に期଴される。

஫１　中川和࠸ほかʮ下২野南遺跡ʯ（h 京都府遺跡調査報告書ʱ第25冊　（財）京都府埋蔵文化財調査研究

センター）1999

஫２　野ʑޱཅ子ʮ長岡京跡右京第541次・࿬山遺跡発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第77冊　（財）

京都府埋蔵文化財調査研究センター）1997

஫３　ؠ崎　੣ʮ右京第473次（7"/2,4-2地区）調査֓報ʯ（h 長岡京市埋蔵文化財センター年報ʱ平成̒年

౓　（財）長岡京市埋蔵文化財センター）1996

஫̐　白川成明ଞʮ長岡京跡右京第39次（7"/2.,地区）調査ུ報ʯ（h 長岡京文化財調査報告ʱ第11冊　長

岡京市ڭҭҕһ会）1983

஫５　஫２とಉじ

஫̒　古閑ਖ਼ߒほかʮڥ野１号墳ʯ（h 大山崎町埋蔵文化財調査報告書ʱ第34集　大山崎町ڭҭҕһ会）

2007

஫７　ؠ松　保ʮඦʑ遺跡ʯ（h 京都府遺跡調査報告書ʱ第24冊　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）

1998

஫̔　ここで記したタΠϓは、ҏ野近෋ʮ１ɽ土師器ࡼʯ（h ֓આ　中世の土器・陶磁器ʱ中世土器研究会

編　ਅཅ社）1995に४じた。

஫９　ߥ川　࢙ʮ白川ۚ৭Ӄ跡発掘調査報告書ʯ（h Ӊ࣏市文化財調査報告ʱ第̒冊　Ӊ࣏市ڭҭҕһ会）

2003
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５.長岡京跡右京第998次（7"//,/-7地区）
・友岡遺跡発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

用・能力։発機構のґཔをडけて、ಉ京都センター研म౩の建ޏճの調査は、ಠ立行੓๏人ࠓ

て替え޻事に൐い࣮ࢪしたものである。

調査ର৅地は、長岡京市友岡１丁目２番１号に所在し、長岡京৚๥෮原ਤによれば、右京ࣣ৚

三๥ೋ町にあたり、東側に西ೋ๥大路が想定されるҐ置にあたる。また、遺跡地ਤでは、縄文時

代から中世にかけての遺跡である友岡遺跡にྡ઀し、友岡遺跡の北東に઀するҐ置にあたる。

周辺の調査としては、ಠ立行੓๏人ޏ用・能力։発機構京都センターの敷地内の西 在のݱྡ）

多目తϗール）の建設時に長岡京跡右京第363次調査、ͦの南側のϚンシϣン建設に൐い右京第

294次調査が࣮ࢪされている。

調査は平成22年５月22日にணखし、調査期間中の̔月27日に関܎者આ明会を行い、ಠ立行੓๏

人ޏ用・能力։発機構京都センター৬һ౳約60人と長岡京市ڭҭҕһ会、（財）長岡京市埋蔵文化

財センターからࢀ加があった。９月10日にݱ地調査をす΂てऴྃした。

、ҭҕһ会ڭ加をಘた。また、京都府ࢀにあたっては、多くの方ʑのۀ地調査および੔理作ݱ

長岡京市ڭҭҕһ会、（財）長岡京市埋蔵文化財センターをはじめ多くの方ʑにごࢦಋ、ごڠ力を

いただいた。ްくおྱਃし上͛ます。

第１ਤ　調査地Ґ置ਤٴび周辺遺跡分布ਤ（国土地理Ӄ 京都西南部 １/25,000）
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この調査報告は次੮૯ׅ調査һ田代߂とઐ໳調査һ石ඌ੓৴がࣥචした。

発掘調査にかかるඅ用は、全ֹ、ಠ立行੓๏人ޏ用・能力։発機構がෛ୲した。

޾߂஍調査੹೚ऀ 調査第２՝長　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ 調査第２՝主װ調査第３܎長事຿取ѻ　石井ਗ਼࢘

   ಉ　次੮૯ׅ調査һ　田代߂

   ಉ　ઐ໳調査һ　石ඌ੓৴

調 査 ৔ ॴ 長岡京市友岡１丁目２番１号

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ 平成22年５月22日～９月10日

調 査 ໘ ੵ 1,200㎡

̎ɽҐஔͱڥ؀

調査ର৅地はंిٸࡕ長岡ఱਆӺから南΁600ｍの地఺で、長岡ఱਆの西ཪから南東方向にԆ

びるٰྕの北東୺にҐ置している。調査地北西部のݱ在のඪ高は26.7ｍ前後である。調査ର৅地

の東側はઓ前に造られた旧長岡ڝ馬場によって大きく地ܗがվ造されており、ͦの跡地に団地と

京都府立乙訓高౳学ߍが造られている。旧ڝ馬場とࠓճの調査地とは５ｍ前後のൺ高ࠩがある。

ಠ立行੓๏人ޏ用・能力։発機構の前਎であるޏ用ଅਐ事ۀ団の研मࢪ設を։設したときにも、

造成が行われたといわれている。ಠ立行੓๏人ޏ用・能力։発機構京都センター敷地の北西で、

第２ਤ　周辺調査地ٴびࠓճ調査地平面ਤ
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ଘしている。また、ಠ立行੓࢒をうかがわせる約２ｍの高まりがܗ鉄京都ઢとの間に旧地ిٸࡕ

๏人ޏ用・能力։発機構京都センター敷地の南東には、長岡京市立第࢛小学ߍとの間に෯約20ｍ

のۼ地がೝめられ、旧地ܗのࠟ跡と推定される。

調査ର৅地の南西には縄文時代～近世のෳ合遺跡である友岡遺跡がひΖがり、ͦの南୺付近に

奈良時代の瓦が出土する᯶岡ഇ寺がある。北側のٰྕ੄の平地に旧石器時代の石器や縄文時代中

期～൩期の土器が出土するे三遺跡がある。ͦの北に旧石器、縄文時代後・൩期、弥生時代～近

世のෳ合遺跡である։田৓ノ内遺跡がある。北東側の平地（旧長岡ڝ馬場東部を含む）には、縄文

～近世の遺構が検出されている։田遺跡がある。ͦの東側に縄文～近世の֤時代の遺構が検出さ

れているਆ଍遺跡がひΖがっている。友岡遺跡の西側には縄文時代～中世にかけてのෳ合遺跡で

あるҏլ寺遺跡がある。友岡遺跡の南東には国ࢦ定࢙跡である全長120ｍの恵ղ山古墳があり、

旧石器、縄文後・൩期、弥生時代～近世のෳ合遺跡である南܀ϲ塚遺跡がある。

周辺では長岡京跡右京第363次調査と右京第294次調査がある。右京第363次調査では奈良時代

の土器が出土した溝と、中世の溝・柵列・流路状の落ちࠐみ（̨̠36308）、時期ෆ明の井戸など

が検出されている。右京第294次調査では、中世の柱列・土坑・溝などが検出されている。྆者

とも長岡京期の遺構は検出されていない。右京第363次調査地はϕーε面が؇やかに東にࣼ܏す

る地ܗとなっている。

　

̏ɽ調査֓ཁ

調査地は研म౩跡地のため、建物基ૅなどにより֧ཚされ遺構の࢒ଘ状گがةͿまれた。調査

༧定地内で掘削ഉ土置き場を確保するため、東西に分ׂして調査を行った。西側では֧ཚ・ݱ代

੔地層の下に中・近世のแ含層がೝめられた。南西୺で҉փ৭粘質土・ࠇփ৭粘質土などがްく

堆積していた。ͦの下に஡׊৭系の砂礫層がみられた。҉փ৭粘質土・ࠇփ৭粘質土から長岡京

期～中世の土器などが出土したので、この遺物แ含層を௥いかけてͦれより上層を重機により掘

削したとこΖ、本དྷの地山（ϕーε面）である砂礫層・粘質土を掘削した場所ができた。҉փ৭粘

質土・ࠇփ৭粘質土から縄文時代の石鏃をはじめ、中世までの֤種の土器、自然木や鉱滓・炉壁

などが多数出土した。粘質土の堆積状گから、ݱ在の地ද面にݱれない谷状地ܗが埋没するաఔ

で遺物が堆積したものと判断し、この谷状地ܗの湿地状堆積層を掘りਐめた。土器類は谷状地ܗ

全体から出土するが、鉱滓・炉壁は谷状地ܗの中ԝ部より南側から出土する܏向であった。西側

北半分の掘削がऴྃした後、調査地の南東部～東部΁と重機掘削を行い、掘削ഉ土を調査ऴྃ地

఺にҠಈした。東側は南部で南西に落ちࠐむ谷状地ܗを検出したが、ͦれ以֎は砂礫層・粘質土

のϕーε面に建物基ૅ跡が࢒ଘするだけであった。周辺にଘ在したであΖう遺構は削られてফ໓

したものと推測される。ͦの後、谷状地ܗの堆積層などを人力で掘削した。西側南部からは֤種

の土器類、中世の༌ೖમや田下駄などが出土した。東側南部の谷状地ܗの落ちࠐみ上層で中世の

遺物が下層では長岡京期～中世の遺物が出土した。長岡京期～中世の遺物とともに鉱滓・炉壁も

出土している。
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調査地西側の基本層ংは、֧ཚ・ݱ代੔地層の下に旧耕作土・চ土がೝめられ、ͦの下に҉׊

৭・҉ԫ׊৭の土石流による砂礫層が堆積し、ͦれより下に҉஡׊৭土、҉փ৭・ࠇփ৭粘質土

が堆積する。粘質土の下層に஡׊৭砂礫層があり、南部の砂礫層に人಄大の石がೝめられた。҉

փ৭・ࠇփ৭粘質土は湿地状堆積を൓өしたものと推測され、北西୺では0.4ｍ、南西部で約１

ｍとްく堆積していた。東側南部は֧ཚ・ݱ代੔地層の下に旧耕作土・চ土がೝめられず、明׊

৭砂質土・୶青փ৭土の下に୶ԫ׊৭土（砂礫混ೖ）・୶փ׊৭土（砂礫混ೖ）・փ׊৭土（砂礫混ೖ）・

҉փ׊৭土（砂礫混ೖ）が堆積していた。

調査地の西・南半で湿地状堆積（̨̭01）を検出し、これに઀して土坑（̨̠02・05・06）、井戸

（̨̚03・04）、溝（̨̙07）などを検出した。ただし、谷状地ܗの東半ではڱい平ୱ地がೝめられ、

井戸（̨̚04）、土坑（̨̠05・06）、溝（̨̙07）はこの平ୱ面上で検出した。

　

̐ɽݕग़遺ߏ

࣪஍ঢ়ଯੵ̨̭�1　トレンチの西側を北西から南東方向にࣼ܏する埋没した谷状地ܗに҉஡

փ৭粘質土などがްく堆積していた。長岡京跡右京第363次調査で検ࠇ・৭土・҉փ৭粘質土׊

第３ਤ　調査地平面ਤ
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第̐ਤ　調査地北・西壁土層断面ਤ

出された落ちࠐみ（̨̭36308）を谷状地ܗの西側とすると、中ԝ部で東西෯25ｍ前後と推定され

る。南西୺で҉փ৭・ࠇփ৭粘質土が約1.0ｍ堆積している。҉஡׊৭土まで含めると約1.5ｍある。

70Dm、୹ܘփ৭粘質土の下に砂礫層があり、南部で人಄大の石が多数ೝめられ、Ұ部では長ࠇ
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い流水があったことがわかる。何らかの原因（人ڧにڈ40Dmの石があった。これらのことからաܘ

ҝతか自然తかはෆ明）で堰き止められ湿地化したものと推測される。҉փ৭粘質土・ࠇփ৭粘

質土から多ྔの遺物が出土した。鉱滓・炉壁類は、北部ではほとんど出土しておらず、中ԝ部よ

り南で多数出土している。

౔01̨̭　��̨̠޵に઀して検出した。長1.5ܘｍ、୹1.2ܘｍで、ਂ さ0.2ｍの円ܗ土坑である。

瓦器・土師器の小ഁยが出土した。12世紀以降の埋没と推定される。本དྷは検出面より上面から

掘りࠐまれていたものであΖう。

Ҫ01̨̭　��̨̚ށの東側で検出した。長1.5ܘｍ、୹1.8ܘｍを測る円ܗのૉ掘り井戸である。

検出面から約１ｍ掘り下͛たஈ֊で、側面の่落が著しくなったので్中までの掘削にཹめた。

埋め土に10 ～ 20Dmの石が多ྔに٧まり、গྔの近世以降の土器が含まれていたことから、ߐ戸

時代以降のものとࢥわれる。

第５ਤ　調査地南壁土層断面ਤ
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Ҫ�4̨̚ށ　南東部落ちࠐみの北側ࣼ面の平ୱ部で検出した。௚1.15ܘｍ前後の円ܗのૉ掘り

井戸である。ਂさ2.1ｍでఈ面付近に20Dm前後の石̐ݸがଘ在したが、井戸࿮はなかった。埋土

の１層はೱփ׊৭土でݓ大の石が多ྔに混ೖしていた。２層もೱփ׊৭土でগྔの石が混ೖして

いた。埋土上層から18世紀代の土器ยが出土したことからߐ戸時代中期以降の埋没と推定される。

౔̨̠޵��　井戸̨̚04の東側で検出した。南側が削られているが、௚1.2ܘｍ前後の円ܗ土

坑である。ਂさ15Dmを測る。埋土はԫփ৭土と୸が混じる୶փ׊৭土である。瓦器・土師器の

小ഁยが出土したことから12世紀以降の埋没と推定される。

౔04̨̚　��̨̠޵の北西で検出した。長1.4ܘｍ、୹0.6ܘｍを測るପ円ܗの土坑である。ਂ

さ15Dmを測り、୶փ׊৭土の埋土から土師器の小ഁยが出土しているので、中世以降の埋没と

推定される。

界で検出したૉ掘り溝である。෯約ڥみの北側ࣼ面の平ୱ部分とのࠐ南東部落ち　��̨̙ߔ

40Dmで、 長 さ4.7ｍ に

わたって検出したが྆

୺はઙくなり్੾れて

いる。土坑̨̠05に઀

し、井戸̨̚04に੾ら

れている。ਂさ７Dm

で、փ׊৭土の埋土か

ら瓦器・土師器の小ഁ

ยが出土したことから

12世紀以降の埋没と推 第７ਤ　土坑̨̠02・06、井戸̨̚04࣮測ਤ

第̒ਤ　湿地状堆積̨̭01土層断面ਤ
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定される。ࣼ܏面と平ୱ部のڥ界にあることからഉ水の機能を備えたものであΖう。

̑ɽग़౔遺෺（第̔～12ਤ）

出土遺物は湿地状堆積̨̭01の堆積層から出土した遺物を中৺として、੔理箱にして22箱であ

る。̨̭01は西側で̐区ըに分け、基本తに҉փ৭粘質土を上層、ࠇփ৭粘質土を下層、ͦれ以

下を࠷下層として遺物を取り上͛た。湿地状堆積層以֎は遺構名、土層名を付けて取り上͛た。

奈良・平安時代の土器はʮ平৓宮発掘調査報告ʯ9*に४じて分類した。

̍ʣ̨ ثԼ૚ग़౔ͷ౔࠷�1̭

１は上面に自然ᬵのֻかる須恵器ᆵ̚の蓋である。5.8ܘޱDm。２・３はፏ平なπϚϛの付く

須恵器ഋ̗の蓋である。̐は؀状πϚϛの付く須恵器の蓋である。19ܘޱDm。５は須恵器ഋの

12.3Dm。９ܘޱ９Dm。̔はܘ13.8Dm。̒～９は須恵器ഋ̗である。７はఈܘޱ。ԑ部であるޱ

はఈ10.8ܘDm。10は須恵器ᆵのఈ部と推定される。11は小ܕの須恵器ᆵ̢のఈ部である。ఈܘ

2.9Dm。12は須恵器ᆵ̡のఈ部である。ఈ4.9ܘDm。13は須恵器ᆵ̡のᰍ部である。14は須恵器

ᆵのޱԑ部である。12ܘޱDm。15はແᬵ陶器のఈ部である。ఈ5.8ܘDm。10世紀のものである。

16は瓦器࿶である。13.9ܘޱDm、器高4.7Dm。13世紀前半のものである。出土遺物は奈良時代～

長岡京期のものが中৺であるが、ແᬵ陶器、瓦器࿶がわずかに混ೖしている。

̎ʣ̨ ̭�1Լ૚ग़౔ͷ౔ث

17は須恵器蓋で̒世紀຤～７世紀前半のものである。11ܘޱDm、器高3.65Dm。18は須恵器蓋

で７世紀前半のものである。14ܘޱDm。19はޱԑ部֎面をϔϥ削りした土師器࿶である。ܘޱ

12Dm。20はޱԑ部֎面にϔϥϛΨΩされた土師器࿶である。12ܘޱDm。21・22は土師器ࡼである。

23は土師器࿶である。24は土師器ࡼである。25は土師器ഋである。26は土師器ࡼである。27はޱ

ԑ部֎面にϔϥ削り、内面にϔϥϛΨΩのある土師器ࡼである。20.5ܘޱDm。28は須恵器蓋のๅ

चπϚϛである。32はፏ平なπϚϛの付く須恵器蓋である。29 ～ 31、33 ～ 35は須恵器蓋である。

30は13.7ܘޱDm。35は16.8ܘޱDm。36・37は須恵器ഋのޱԑ部である。36は13ܘޱDm。39 ～ 51

は須恵器ഋ̗のఈ部である。42はస用硯である。ఈ９ܘDm。47はఈ10.8ܘDm。52は土師器ࡼで

ある。53は須恵器ࡼである。18.2ܘޱDm、器高3.5Dm。54 ～ 58は土師器ᙈのޱԑ部である。59

は土師器ᙈの೺खである。60は須恵器ᆵ̚のޱԑ部である。61は須恵器ᙈのޱԑ部である。62も

須恵器ᙈのޱԑ部である。63は須恵器ᆵ̡のޱԑ୺部とࢥわれる。64は須恵器ᆵ̡のᰍ部である。

65・66は須恵器ᆵ̡のఈ部である。67は須恵器ᆵ̣の೺खである。68は須恵器ᆵ̡のఈ部である。

69は須恵器ᆵ̦のఈ部とࢥわれる。70は須恵器ᆵのఈ部である。ఈ13ܘDm。71 ～ 75は土師器ࡼ

である。71は6.7ܘޱDm、器高1.1Dm。72は8.2ܘޱDm、器高1.1Dm。73は１ܘޱDm、器高1.6Dm。

74は̔ܘޱDm、器高2.3Dm。75は10ܘޱDm、器高2.4Dm。74・75のޱԑ部に༉Ԏが付くので౮明

～用されたものであΖう。これらは12世紀後半࢖としてࡼ 13世紀のものである。76はࢳ੾りで

高୆をషり付けた྘ᬵ陶器のఈ部である。ఈ７ܘDm。内֎面に҉྘৭に発৭したᬵༀがֻかる。

10世紀前半の近࢈ߐのものである。77は内面にփ白৭のᬵༀがֻかる白磁のఈ部である。ఈܘ
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第̔ਤ　出土遺物࣮測ਤ（１）

6.8Dm。78も白磁のఈ部である。ఈ̒ܘDm。79は白磁のޱԑ部である。16.9ܘޱDm。12世紀のも

のである。80はޱԑ୺部の内面に௜ઢがնり内֎面ともີに҉文がࢪされた瓦器࿶である。12世
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第９ਤ　出土遺物࣮測ਤ（２）

紀前半のものである。81はޱԑ୺部の内面にઙい௜ઢがնり内֎面ともに҉文がࢪされた瓦器࿶

である。12世紀中ࠒのものである。82はޱԑ୺部の内面にઙい௜ઢがնり内面に҉文がࢪされた

瓦器࿶である。断面が三֯ܗの高୆が付く。13世紀前半のものである。83は備前মとࢥわれるす

りുޱԑ部である。16世紀のものである。84は瓦質鍋の٭ࢧである。85はޱԑ部が内܏した瓦質
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Ӌזである。86は青磁࿶のޱԑ部である。15世紀後半～ 16世紀のものである。14ܘޱDm。下層

からは古墳時代後期から中世にかけての土器が出土している。

̏ʣ̨ ̭�1্૚ग़౔ͷ౔ث

87は体部֎面にタタΩࠟをとどめた第ᶛ༷式の弥生土器ᆵのఈ部である。88は土師器ᙈ、90は

土師器ࡼのޱԑ部とࢥわれる。89は須恵器高ഋの٭部である。91は土師器ഋ̗である。ޱԑ部֎

面にϔϥϛΨΩをࢪす。19.6ܘޱDm、器高5.1Dm。ম成が良く明஡׊৭をఄし、଻土に੺׊৭ཻ

を含む。92は土師器高ഋの٭部である。֎面をࣣ֯に面取りしている。଻土に੺׊৭ཻを含み、

ম成が良く、୶੺׊৭をఄす。93は土師器ᙈのޱԑ部である。94はፏ平なๅचπϚϛが付く須恵

器ഋ̗の蓋である。95 ～ 98は須恵器ഋ̗の蓋である。99は須恵器ഋのޱԑ部である。100 ～ 104

は須恵器ഋ̗のఈ部である。105は須恵器ᆵ̡のᰍ部である。106は須恵器ᆵ̡の体部下半である。

107は須恵器ᙈのޱԑ部である。108はݞ部に粘土൘をషり付けた須恵器ᆵの૷০である。109は

須恵器ᆵ-のఈ部である。110は須恵器ᆵ̦のఈ部である。111 ～ 119は土師器ࡼである。120は

୆付き土師器ࡼである。ఈ6.8ܘDm。12世紀のものである。121は瓦器ࡼである。9.1ܘޱDm、器

高1.4Dm。122 ～ 126は瓦器࿶である。127は東೻系のുである。128は৴ָ系のുである。129は

瓦質のӋזである。130は瓦質Ӌזの٭部である。131は白磁࿶のޱԑ部である。132は青磁࿶の

ԑ部である。135はඒೱমのޱDm。134は青磁࿶の̐ܘである。ఈࡼԑ部である。133は青磁のޱ

おΖしࡼである。ޱԑ上部の内֎にಁ明ײのある୶ԫ྘৭のᬵༀがֻかる。内面にࡉいҰ本Ҿき

のすり目をࢪす。

̐ʣͦ ͷଞͷ遺෺

136 ～ 138は̨̭01の１区下層から出土した縄文時代のଧ製石鏃である。136は小ܕのԜ基ແܪ

の石鏃である。ཌྷのҰ部をܽଛする。重さ0.3H。137もԜ基ແܪの石鏃である。ཌྷのҰ部をܽଛ

する。重さ0.5H。138もԜ基ແܪの石鏃である。ཌྷのҰ部をܽଛする。重さ0.7̶。136 ～ 138はα

ψΧΠトである。

139 ～ 144は̨̭01の̐区上層から出土した༌ೖમである。139は։ݩ通ሟ（ॳ鋳621年）、140は

ଠ平通ሟ（ॳ鋳976年）、141・141はߖ૙通ሟ（ॳ鋳1038年）、143・144はݩ๛通ሟ（ॳ鋳1078年）で

ある。

145は̨̭01の̐区下層から出土した鉄製の用్ෆ明඼である。2.2ʷ2.25Dmの方ܗで、ްさ

0.15Dm、中ԝに௚0.3ܘDmの円޸ܗをઠつ。

146は南東部のփ׊৭土から出土した土師質のҠಈ式ΧϚドのขきޱ側面の௳とࢥわれる。

147 ～ 151は̨̭01から出土したೋ次తなඃ೤ࠟ跡を有するૈ製の土器である。଻土に砂ཻが

多く含まれ、いわΏる製塩土器である。器体の内֎面に成ܗ時のࢦ಄ѹࠟがݦ著に࢒る。147は

ޱする܏長い器体をもつものである。148はやや内ࡉ、ԑ部が։きޱ。ԑ部୺部を水平に作るޱ

ԑ部をもち、器体が๒஄ܕをなすものである。149・150はޱԑ୺部がઑり͗みで、やや։くޱԑ

部にࡉ長い器体をもつものである。151は147 ～ 150のようなૈ成器ではないが、ಉ༷な଻土をも

ち、ඃ೤している。ޱԑ୺部を水平に作り、๒஄ܕの器体をもつ。体部֎面はϋέ調੔、内面は
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成ࠟܗ跡がݦ著である。

152は̨̭01の̐区下層

か ら、153は ̨ ̭01の ２ 区

上層から出土した土馬の಄

部 で あ る。154は ̨ ̭01の

̐区下層から出土した土馬

のڳ部である。155は̨̭

01の̐区࠷下層から出土し

た土馬の体部である。156

は̨̭01の２区下層から出

土した土馬のඌである。157

は̨̭01の̐区࠷下層から

出土した土馬の後٭部であ

る。158は ̨ ̭01の ̐ 区 下

層から出土した土馬のڳ部

で あ る。159は ̨ ̭01の ̐

区上層から出土した土馬の

٭ 部 あ る。160は ̨ ̭01の

南部の断ちׂりで出土した

土馬の٭部である。172は

南壁断面の҉փ׊৭土（砂

礫混ೖ）から出土した土馬の体部である。三日月༷の಄部、୹ॖされた体部、୹い٭などの特௃は、

奈良時代後半から長岡京期（平安時代前期）にҰൠతにݟられるものである。

161 ～ 163はԜ面に布目、ತ面に縄目のある平瓦である。いずれもഁଛして全体の๏ྔがわか

るものはない。162はඃ೤して҉੺׊৭をఄす部分がある。161は̨̭01の下層から、162・163は

̨̭01の上層から出土した。164は̨̭01の下層から出土した׈石製඼である。ݸ体のҰ面にఈ

。みを作る。ͦの൓ର側に༉Ԏが付ணし、༉Ԏ付ண面以֎に鑿ࠟ跡がみられるۼܗ約２Dmの円ܘ

石鍋のస用඼と考えられるが、用్ෆ明である。165は๮状の結থยؠである。器体のҰ部に、

わずかではあるが研ຏࠟがある。この製඼は三೾川ม成ଳあるいはͦの近๣からൖೖされたもの

と考えられる。近ـでは縄文時代൩期ࠒにこうした遺物が散ݟされるが、本資料は遺構に൐うも

のでないので、ͦの可能性のみࢦఠしておく。

166は断面ܗが࿶ܗをなす滓である。下部および側ԑに壁体のҰ部とみられるものが付ணして

いる。஁໶炉状の炉ఈにܗ成された滓と考えられる。別ݸ体の成分分析の結果によると、஁໶滓

のҰൠత成分とはҟなっている。成因は஁໶以֎の໶ۚత作ۀによるものという以֎はわからな

い。

第12ਤ　出土遺物࣮測ਤ（５）
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167は南東部のփ׊৭土から出土した土師器高ഋの٭部である。٭の֎面をീ֯に面取りを行

う。平安時代前期（９世紀）のものである。168は南東部のփ׊৭土から出土した土師器ᙈのޱԑ

部である。ޱԑ部がʮくʯࣈに֎൓し、ޱԑ୺部を上方にπϚϛ上͛る。26.2ܘޱDm。169は南

壁Ԋいの断ちׂりで出土した須恵器蓋である。16.7ܘޱDm。170・171は̨̭01の上面掘削中に出

土した須恵器ഋ̗のఈ部である。170は高୆がఈ୺部からやや内側に取り付けられているため、

̔世紀前半のものとࢥわれる。173は南壁Ԋいの断ちׂりで出土した瓦器࿶である。14.8ܘޱDm、

器高4.45Dm。13世紀前半のものである。174は井戸̨̚04から出土した౜௡系磁器࿶のఈ部であ

る。ఈ3.9ܘDm。18世紀のものである。

175は̨̭01の̐区上層から出土した田下駄である。長さ48.3Dm、෯10.9Dm、ްさ2.5Dm。྆

୺をܓ಄状にፘり、ඥをֻける༷に作り、ͦの場所にඥࡲれの跡が࢒る。全長の中ԝ付近の側面

近くに௚1.5ܘDmの円ܗの２޸か所と、ย୺の中ԝに௚１ܘDmの円ܗの޸を１か所にઠつ。176

は̨̭01の１区下層から出土した、Ұ部に面取りࠟ跡の࢒る断面が長方ܗの൘ࡐである。̨̭01

からはଞにも൘ࡐ౳がೝめられたが加ࠟ޻のあるものはなかった。

̒ɽ·ͱΊ

。ճの調査で長岡京跡に関࿈した遺構は検出されなかったが、以下のことが判明したࠓ

長岡ఱਆの西側から南東方向にுり出した௿ٰྕ上に、中世に埋没してしまう湿地状堆積を検

出した。ত和28年の地ܗਤから湿地状堆積のࠟ跡を推測することができる。また、ݱ地周辺の地

。のࠟ跡をとどめる場所がわずかにೝめられるܗすると旧地࡯؍をܗ

埋没した谷（̨̭01）のఈにあたる砂礫層に人಄大の石が多数みられ、当時はかなりの流れが

あったと推定され、奈良時代から長岡京期などの土器が含まれていたことから、谷の周辺には多

くの人びとが生活していたと推測される。出土遺物に、水辺の祭祀にしばしば用いられる土馬が

あることから、周辺で祭祀がおこなわれていたと推定される。

湿地状堆積̨̭01は、中世には須恵器・土師器・瓦器・青磁などの土器類、田下駄や自然木を

含んだ粘質土が堆積した時期があり、何らかの原因で堰き止められ湿地化していたと推定される。

堆積層のՖค分析を࣮ࢪしたとこΖ、木本Ֆค（Ϟϛଐ・Ϛπଐなど）が多くೝめられ、ΠチΠՊ、

ΫϚσଐ、χレଐなどを൐うこと、૲本ՖคではΠωՊが༏઎し、ΧϠπリάαՊ、αφΤタσ

અ、ϤϞΪଐを൐うこと、水湿地性২物を含む分類群がൺֱత多く൐うことが判明した。ந水২

物（水面に༿が出る水生২物）、水生૶類も検出された。こうしたことから、粘質土が堆積したࠒ

は、水湿地性২物がൟໜする湿地のような場所であったと推定される。また、ΫϫՊ、ΞΧβՊ

ʵώϢՊ౳の։けた場所に生ҭするʮ人ཬ২物ʯといった分類も含まれることから、谷Ԋいのஈ

ٰ上にも։けた場所があったと推測される。

粘質土などから出土した鉱滓や炉壁は、湿地状堆積̨̭01の北部からはほとんど出土せず、中

ԝ部から南部での出土ྔが多い。また、東側に多い܏向があるので、中ԝ付近より南の東側から

ഇغされた可能性が高い。これらの鉱滓・炉壁３఺を理化学分析ҕୗしたとこΖ、下記の内༰の
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報告をಘた（要ࢫのみ）。

調査方๏は以下のとおりである。ᶃ೑࡯؍؟（遺物の֎؍の特௃などを࡯؍）、ᶄϚΫϩ૊৫؍

鉱滓の鉱物૊成やۚ）࡯؍૊৫ڸඍݦᶅ、（Өしたものࡱ・࡯؍で断面全体を௿ഒ཰でڸඍݦ）࡯

ଐ部の૊৫࡯؍、ඇۚଐհ在物調査など）、ᶆ̢̥̚ （̖&leDtron 1robe .iDro "naly[er）調査（ࢼ

料面にਅ空中でి子ઢをরࣹし、発生する特性̭ઢを分ޫ後にը૾化する。ߋにඪ४ࢼ料とのର

ൺからݩૉ定ྔ値をコンϐϡーターॲ理してσーターղ析を行う）、ᶇ଱Ր౓調査（主に炉ࡐの性

状調査を目తとする。༹༥ݱ৅がਐ行の్上でೈ化มܗを起こす状ଶ౓のԹ౓でදࣔされる）

をडけΨϥε質化しڹ料１は̐区上層で出土したもので、内面全体と֎面ද層のҰ部が೤Өࢼ

た炉壁ยである。ݦඍڸ下で࡯؍すると、内面ද層のΨϥε質滓部分で内部に೤Өڹをडけた砂

（ཻແ৭・有৭鉱物）が散在する。଱Ր౓調査は1,300౓であった。࡯؍面ではۚଐཻは確ೝされず、

鋳造原料に関する৘報はಘられなかった。

では上面全体にᒵ࡯؍؟৭土（砂礫混ೖ）から出土したもので、೑׊料２は̨̭01南東部のփࢼ

৭の炉ഁࡐยが付ணしたෆ定ܗのΨϥε質滓がݟられ、ݦඍڸ૊৫࡯؍ではփ׊৭結থのϚάω

タΠト、明白৭ཻのۚଐ鉄が確ೝされた。̢̥̖̚では、ごくඍࡉなփ׊৭多֯ܗ結থがあり、

̭ઢ૾をみると鉄・ࢎૉにڧい൓Ԡがೝめられ、Ψϥε質滓の定ྔ分析値はඇ඼質ࢎܔ塩で、か

なり鉄分が含まれていた。これらのことから鉄鋳物製作に用いた༹ղ炉内面がڧい೤Өڹをडけ

༹༥した結果生じたΨϥε質滓と推定される。

৭Ψϥε化した炉壁ࠇでは内面全体が࡯؍؟料３は南壁Ԋいの断ちׂり内から出土した。೑ࢼ

ยで、内面ද層にऑい流ಈ状でࡉかいؾ๐が఺在する。ݦඍڸ下ではඇৗにඍࡉなۚଐ鉄ཻが多

数ೝめられた。̭ઢ૾をみると鉄にڧい൓Ԡがある。定ྔ分析値はす΂てۚଐ鉄で、Ұ部ྜྷの高

値܏向が確ೝされた。ඇথ質ࢎܔで鉄分の༹ݻはগなく、炉壁粘土に近い成分。内面ද層のΨϥ

ε質中にඍࡉなۚଐ鉄ཻが多数༹ணすることから、鉄鋳物の製作に用いられた༹ղ炉のഁยと推

定される。

理化学分析の結果、これらの資料は鉄鋳物の製作に用いられたた可能性が高いことが判明した。

๪がଘ在したものと推測޻地では遺構は検出されなかったが、近઀地に鉄鋳物製作に関࿈したݱ

される。鉄鋳物製作に関࿈した鉱滓・炉壁は、ڞ൐する遺物から中世（13世紀以降）のものと推定

される。

近世には、谷状地（01̨̭）ܗの湿地状堆積は埋め立てられ、水田などの耕作地としてར用され

たことがわかった。

　
　ݙจߟࢀ

小池׮ʮ長岡京跡右京第363次発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第43冊　（財）京都府埋蔵文化財

調査研究センター）1991

小田ۅ३ʮ長岡京跡右京第294次（7"//,/-3地区）調査ུ報ʯ（h 長岡京市埋蔵文化財センター年報ʱত

和62年౓　（財）長岡京市埋蔵文化財センター）1989
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ௗऔڮ遺跡第̎࣍ɹਤ൛第 1

（1）調査前、鳥取橋西٧より
　南を๬む（北から）

（2）１トレンチ全ܠ（西から）

（3）１トレンチ東壁断面（西から）



ௗऔڮ遺跡第̎࣍ɹਤ൛第 �

（1）２トレンチ全ܠ（北から）

（2）２トレンチ西壁断面（東から）

（3）３トレンチ全ܠ（北から）



ௗऔڮ遺跡第̎࣍ɹਤ൛第 �

（1）̐ トレンチ全ܠ（北から）

（2）̐ トレンチ西壁断面（東から）

（3）̐ トレンチ南部、下層掘削状گ
（北西から）



ௗऔڮ遺跡第̎࣍ɹਤ൛第 4

（1）５トレンチ全ܠ（北から）

（2）５トレンチ西壁断面（東から）

（3）５トレンチ南部下層掘削状گ
（北東から）



ௗऔڮ遺跡第̎࣍ɹਤ൛第 �

（1）̒ トレンチ全ܠ（北から）

（2）̒ トレンチ西壁断面（東から）

（3）７トレンチ重機掘削（南から）



ௗऔڮ遺跡第̎࣍ɹਤ൛第 �

（1）７トレンチ全ܠ（北から）

（2）７トレンチ東壁断面（西から）

（3）７トレンチから北を๬む
　（南から）



େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 1

大内北古墳群全ܠ（南から）



（1）大内北古墳群全ܠ（北から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 �

（2）大内北古墳群全ܠ（南から）



（1）大内北古墳群全ܠ（北東から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 �

（2）大内北古墳群全ܠ（南西から）



（1）大内北古墳群調査前状گ（南西から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 4

（2）３号墳全ܠ（北西から）



（1）３・５号墳全ܠ（南西から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 �

（2）５号墳全ܠ（南西から）



（1）１・２号墳調査状گ（南東から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 �

（2）１・２号墳調査状گ（北から）



（1）大内北古墳群全ܠ（上が北東）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 �

（2）大内北古墳群全ܠ（上が北東）



（1）埋葬ࢪ設̨̭01検出状گ（北西から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 �

（2）埋葬ࢪ設̨̭01ఱ井石（北西から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭01石槨上面（北西から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 �

（2）埋葬ࢪ設̨̭01石槨（北西から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭01石槨（東から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 1�

（2）埋葬ࢪ設̨̭01石槨（南から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭01石槨西側部、遺物出土状گ（東から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 11

（2）埋葬ࢪ設̨̭01石槨北壁（南から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭01石槨ཪࠐめ石（南から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 1�

（2）埋葬ࢪ設̨̭01石槨࠷下ஈ側石（西から）



େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 1�

（1）埋葬ࢪ設̨̭01石槨࠷下ஈ側石
（東から）

（2）埋葬ࢪ設̨̭01
　石槨西壁ཪࠐめ石（西から）

（3）埋葬ࢪ設̨̭01
　石槨西壁എ後ࢧ石（西から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭02・03検出状گ（北西から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 14

（2）埋葬ࢪ設̨̭02・03検出状گ（南西から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭02蓋石（北西から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 1�

（2）埋葬ࢪ設̨̭02蓋石（北東から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭02石棺上部（北東から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 1�

（2）埋葬ࢪ設̨̭02石棺（南東から）



େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 1�

（1）埋葬ࢪ設̨̭02石棺（北東から）

（2）埋葬ࢪ設̨̭02石棺（南東から）

（3）埋葬ࢪ設̨̭02
　石棺壁面੺৭إ料（南西から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭02石棺（北東から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 1�

（2）埋葬ࢪ設̨̭02石棺（北西から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭03検出状گ（西から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 1�

（2）埋葬ࢪ設̨̭03（北から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭03蓋石（西から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 ��

（2）埋葬ࢪ設̨̭03石棺上部（北から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭03石棺（西から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 �1

（2）埋葬ࢪ設̨̭03石棺（南から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭05石棺上部 （南西から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 ��

（2）埋葬ࢪ設̨̭05石棺上部 （北東から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭05石棺（北東から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 ��

（2）埋葬ࢪ設̨̭05墓ᆮఈ部（北西から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭02・03・06全ܠ（南西から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 �4

（2）埋葬ࢪ設̨̭06（南から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭05検出状گ（南東から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 ��

（2）埋葬ࢪ設̨̭05検出状گ（南西から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭06蓋石（北西から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 ��

（2）埋葬ࢪ設̨̭06石棺上部（北東から）



େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 ��

（1）埋葬ࢪ設̨̭06墓ᆮ（北西から）

（2）埋葬ࢪ設̨̭06（北東から）

（3）３号墳出土遺物

1

2 3



（1）埋葬ࢪ設̨̭04（西から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 ��

（2）埋葬ࢪ設̨̭04（南から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭09（南西から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 ��

（2）埋葬ࢪ設̨̭09（北西から）



（1）埋葬ࢪ設̨̭07 ～ 09（南西から）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 ��

（2）埋葬ࢪ設̨̭07 ～ 09（北西から）



（1）２地区古墳状隆起全ܠ（上が北）

େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 �1

（2）３地区古墳状隆起全ܠ（上が西）



େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 ��

（1）１地区古墳状隆起調査前
　（北東から）

（2）１地区古墳状隆起調査状گ
 （北西から）

（3）３地区古墳状隆起調査状گ
 （南西から）



େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 ��

（1）２地区古墳状隆起調査状گ
 （北西から）

（2）２地区古墳状隆起調査状گ
 （北西から）

（3）２地区古墳状隆起調査状گ
 （北東から）



େ಺๺ݹ෿܈ɹਤ൛第 �4

（1）出土鉄器（̖面）

（2）出土鉄器（̗面）

1

2

3

4

1

2

3

4



Ճ௩遺跡ɹਤ൛第 1

（1）調査地ԕܠ（南から）

（2）第１トレンチ重機掘削状گ
　（西から）

（3）第１トレンチ測ྔ状گ（東から）



Ճ௩遺跡ɹਤ൛第 �

（1）第１トレンチ遺構検出作ۀ状گ
（北西から）

（2）第１トレンチ南壁堆積状گ
　（北から）

（3）第１トレンチ׬掘状گ（西から）



Ճ௩遺跡ɹਤ൛第 �

（1）第２トレンチߥ掘り状گ
　（東から）

（2）第２トレンチ遺構ਫ਼査状گ
　（東から）

（3）第２トレンチ࣮測作ۀ状گ
　（北東から）



Ճ௩遺跡ɹਤ൛第 4

（1）第２トレンチ׬掘状گ
　（南東から）

（2）第２トレンチ׬掘状گ（西から）

（3）調査ऴྃ後、重機による埋め໭
し作ۀ状گ



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ 1

（1）松田遺跡調査地全ܠ（西から）

（2）松田遺跡調査地ԕܠ（東から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ �

（1）松田遺跡調査地全ܠ（上空から、右が北）

（2）掘立柱建物跡̨̗２～̐全ܠ（上空から、右が北）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ �

（1）̖ トレンチ（南北）近ܠ
　（南東から）

（2）̖ トレンチ（南北）近ܠ
　（北東から）

（3）̖ トレンチ（南東۱）近ܠ
　（北西から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ 4

（1）̗ トレンチ（南北）近ܠ
　（南西から）

（2）̗ トレンチ（東西）近ܠ
　（南西から）

（3）̗ トレンチ（南北）近ܠ（南から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ �

（1）֦ ு区全ܠ（南西から）

（2）֦ ு区南壁断面（北西から）

（3）֦ ு区西壁断面（北東から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ �

（1）掘立柱建物跡̨̗01近ܠ
　（南から）

（2）掘立柱建物跡̨̗01近ܠ
　（南から）

（3）掘立柱建物跡̨̗01近ܠ
　（北から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ �

（1）溝̨̙86堆積断面（南から）

（2）溝̨̙86堆積断面（南から）

（3）溝̨̙86堆積断面（南から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ �

（1）掘立柱建物跡̨̗01北側
 遺物出土状گ（東から）

（2）掘立柱建物跡̨̗01北西側
 遺物出土状گ（南から）

（3）掘立柱建物跡̨̗01北西側
 遺物出土状گ（東から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ �

（1）掘立柱建物跡̨̗02 ～ 04、
　井戸̨̚10・38全ܠ
　（上空から、右が北）

（2）掘立柱建物跡̨̗02 ～ 04全ܠ
（南から）

（3）掘立柱建物跡̨̗02 ～ 04全ܠ
（北から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ 1�

柱穴近ܠ（ࠜ石をもつ柱穴）

41257ïखલðɾ4126041257ïखલðɾ41260

4126041260

4125741257

4119741197

4123941239

41934193



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ 11

柱穴近ܠ（柱穴内遺物出土状گ）

4119041190

41914191

4113941139

4111241112

4120541205

4115641156



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ 1�

（1）配石遺構̨̠45近ܠ（北から）

（2）井戸̨̚10・38近ܠ
　（南から、ख前が̨̚10）

（3）井戸̨̚38断ちׂり状گ
　（西から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ 1�

（1）井戸̨̚10断ちׂり状گ
　（西から）

（2）井戸̨̚10木࿮検出状گ
　（西から）

（3）井戸̨̚10木࿮近ܠ（西から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ 14

（1）土坑̨̠04近ܠ
　（南から、上層遺物）

（2）土坑̨̠04近ܠ
　（南から、下層遺物）

（3）土坑̨̠04近ܠ
　（東から、下層遺物）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ 1�

（1）土坑̨̠04遺物出土状گ
　（東から）

（2）土坑̨̠04遺物出土状گ
　（東から）

（3）土坑̨̠63近ܠ（南から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ 1�

（1）溝̨̙70、３区遺物出土状گ
　（東から）

（2）溝̨̙70、３区遺物出土状گ
　（東から）

（3）白磁合子蓋出土状گ（北から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ 1�

出土遺物１
27 139

22 88

21 78

20 42

18 31

17 28



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ 1�

出土遺物２
97

7

253 255

53

3

9 52

199 259

198 258

194 207

145 205

59

6

46



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ 1�

出土遺物３
204 206

128

256

15

257

132

181

150

125

153

114

106

154

126

115

151

111

98

172

149

123

152

112

105



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾদా遺跡ɹਤ൛第࣍ ��

出土遺物̐
189 41239

34

83

248

276

203

248

275
203

268

แؚ૚



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾ༑Ԭ遺跡ɹਤ൛第࣍ 1

（1）調査地全ܠ（空ࣸࡱਅ：北西から）

（2）調査地全ܠ（空ࣸࡱਅ：東から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾ༑Ԭ遺跡ɹਤ൛第࣍ �

（1）調査地全ܠ（空ࣸࡱਅ：西北西から）

（2）調査地全ܠ（空ࣸࡱਅ：上が南）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾ༑Ԭ遺跡ɹਤ൛第࣍ �

（1）調査前（南西から）

（2）西側トレンチ北部（南から）

（3）西側トレンチ全ܠ（北から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾ༑Ԭ遺跡ɹਤ൛第࣍ 4

（1）調査地南部湿地状堆積̨̭01
（東から）

（2）調査地南部湿地状堆積̨̭01
（東から）

（3）調査地南部湿地状堆積̨̭01
（西から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾ༑Ԭ遺跡ɹਤ൛第࣍ �

（1）西側トレンチ北壁断面

（2）西側トレンチ西壁断面（東から）

（3）南東部南壁断面（北西から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾ༑Ԭ遺跡ɹਤ൛第࣍ �

（1）土坑̨̠02׬掘状گ（東から）

（2）井戸̨̚03（東から）

（3）井戸̨̚04半ׂ状گ（南東から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾ༑Ԭ遺跡ɹਤ൛第࣍ �

（1）土坑̨̠05半ׂ状گ（東から）

（2）土坑̨̠05、溝̨̙07
　（南東から）

（3）南部湿地状堆積̨̭01
　南北Ξθ断面（北東から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾ༑Ԭ遺跡ɹਤ൛第࣍ �

（1）湿地状堆積̨̭01土器出土状گ

（2）南東部土馬出土状گ

（3）湿地状堆積̨̭01土器出土状گ



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾ༑Ԭ遺跡ɹਤ൛第࣍ �

（1）南部全ܠ（北から）

（2）南部湿地状堆積̨̭01掘削状گ
（北西から）

（3）湿地状堆積̨̭01༌ೖમ
　出土状گ



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾ༑Ԭ遺跡ɹਤ൛第࣍ 1�

出土遺物１（番号は࣮測ਤにରԠ）
164164 75

13

18

172

92

152152

155

153153

91



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾ༑Ԭ遺跡ɹਤ൛第࣍ 11

出土遺物２

174

131

147
149150

139

136

137
138

140 141

142 143 144

108

134

1

67 76

4

79

7778
86

175175146146



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� ɾ༑Ԭ遺跡ɹਤ൛第࣍ 1�

（1）出土遺物３（鉱滓・炉壁）

（2）出土遺物３　ཪ面（鉱滓・炉壁）

156

156
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 　゜　′　″ 　゜　′　″ ㎡

とっとりばしいせき
だいにじ

鳥取橋遺跡第２次

きょうたんごし
やさかちょうわ
だのちない

京丹後市弥栄町
和田野地内

26212 4501 35°40′27″ 135°05′17″
20101117

～
20101221

285 道路建設

おおうちきたこふん
ぐん

大内北古墳群

きょうたんごし
おおみやちょう
もりもとほしの
うち、みえおお
うち・おおいけ

京丹後市大宮町
森本星ノ内、三
重大内・大池

26212 6199 35°34′29″ 135°07′24″
20100430

～
20100922

1,200 道路建設

かつかいせき

加塚遺跡

かめおかしやす
まちこやば

亀岡市安町小屋
場

26206 63 35°00′49″ 135°34′09″
20101208

～
20110118

300 道路建設

ながおかきょうあと
うきょうだいきゅう
ひゃくきゅうじゅう
ななじ・まつだいせ
き

長岡京跡右京第997次
・松田遺跡

おとくにぐんお
おやまざきちょ
うえんみょうじ
まつだ

乙訓郡大山崎町
円明寺松田

26303 18・23 34°54′23″ 135°41′31″
20100602

～
20100929

1,890 道路建設

ながおかきょうあと
うきょうだいきゅう
ひゃくきゅうじゅう
はちじ・ともおかい
せき

長岡京跡右京第998次
・友岡遺跡

ながおかきょう
しともおかいっ
ちょうめにばん
いちごう

長岡京市友岡１
丁目２番１号

26209 97・107 34°55′07″ 135°41′29″
20100522

～
20100910

1,200 庁舎建設

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

鳥取橋遺跡第２
次

集落跡 中世 川跡（河川内堆積土） 土師器・須恵器・陶磁器

大内北古墳群 古墳 古墳

平安

竪穴式石槨・箱式石棺・木
棺

槍先・鑿・刀子・鎌

須恵器

加塚遺跡 集落跡 遺構・遺物の検出
なし

長岡京跡右京第
997次・松田遺
跡

集落跡
集落跡

古代
中世 掘立柱建物跡・柵列・井戸・

土坑・溝・柱穴群

土師器・須恵器・土馬
土師器・須恵器・瓦器・瓦質土器・
中国製陶磁器・貨幣・硯・石鍋

長岡京跡右京第
998次・友岡遺
跡

集落跡
集落跡
集落跡

集落跡

縄文
古代
中世

近世

（湿地状堆積内）
掘立柱建物跡・柵列・井戸・
土坑・溝・柱穴群・炉跡・
湿地状堆積
井戸

石鏃
土師器・須恵器・土馬・製塩土器
土師器・須恵器・瓦器・瓦質土器・
中国製陶磁器・貨幣・硯・田下駄・
鉱滓・炉壁
陶磁器

所収遺跡名 要 約

鳥取橋遺跡第２次
７か所のトレンチを設定したが、いずれのトレンチも耕作土・旧耕作土の下には砂・小砂礫
などが堆積しており、安定した面がなく、遺構を検出できなかった。竹野川の旧流路もしく
は氾濫原と判断されるものである

大内北古墳群

大内北古墳群は５基の古墳からなる古墳群と考えられていたが、調査の結果、３号墳のみで
埋葬主体部を検出した。３号墳は墳頂部に９基の埋葬主体があり、当地域における有力者の
家族墓（集団墓）と想定される。竹野川下流域には巨大前方後円墳が造られており、竹野川中
～上流域の在地有力者層のあり方を考えるうえで、新たな資料を提供した。また、大内北３
号墳のある１地区の300ｍ、600ｍ南西側の２・３地区において古墳状隆起の調査を行ったが、
古墳ではないことが判明した

加塚遺跡 加塚遺跡は、須恵器や土師器が散布する遺跡として知られていたが、調査の結果、後世の削
平により遺構面が失われており、遺構・遺物を全く検出できなかった

長岡京跡右京第997次・松
田遺跡

13世紀から14世紀前半にかけての掘立柱建物跡群・柵列・溝跡・井戸跡などを検出した。こ
れらの遺構群は、南北14ｍ、東西15ｍの約210㎡の空閑地を囲むように配置されていること、
建て替えもこの空閑地を確保するように行われていること、白磁の合子蓋・中国製青磁や白
磁、石製の硯や青銅製の水滴などが出土していることから、この付近での有力者の屋敷地で
あったと考えられる

長岡京跡右京第998次・友
岡遺跡

埋没した谷内から、中世の遺物に混じって奈良～長岡京期の土器や土馬が出土したことから、
この時期に周辺に人びとが生活していたこと、水辺の祭祀がおこなわれていたと推定される。
中世（13世紀以降）には須恵器・土師器・瓦器・青磁などの土器類、田下駄や自然木を含んだ
粘質土が堆積した時期があり、何らかの原因で堰き止められ湿地化していたと推定される。
鉱滓や炉壁が多数出土し、理化学分析の結果、鉄鋳物の製作に用いられたた可能性が高い
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